
平成１８年３月３１日付け国道有第１３７号で許可を受けた「高速自動車国道北海道縦貫自動車道函館名寄線等に関する

事業」の一部を、下記のとおり変更する。 

（１）別紙 1 新設又は改築に係る工事の内容

別紙１－４、別紙１－９、別紙１－６１、別紙１－６９、別紙１－８４、別紙１－９５、別紙１－９６、別紙１－１０

３、別紙１－１３０、別紙１－１４９、別紙１－１５１、別紙１－１５２、別紙１－１５５、別紙１－１５７、別紙１－

１５８を次のとおり改める。また、別紙１－１８６を追加する。 



別紙１－４

（北海道余市郡余市町登町から北海道小樽市新光町まで）に関する

北海道横断自動車道黒松内釧路線　

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道余市郡余市町登町 から

北海道小樽市新光町 まで

（ロ）　延　　　　長 ２３．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

２３．４１００

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

北海道余市郡余市町登町

北海道小樽市新光町



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

往復分離しない区間

計

－

往復分離する区間

　摘　要工事施工

１．２５×２ ２．５０
トンネル部分

土工（掘割）部分

－

摘 要

２ 車線

北海道余市郡余市町登町

構造による区分

５．００

用地買収

北海道小樽市新光町

－

左　側

設　計　区　間

左　側 計 右　側

２．５０×２ －

車線４

－

橋梁高架部分

－－

－ －

１．７５×２ －３．５０

－

－

橋梁高架部分

（中小橋） ３．５０１．７５×２

（長大橋）



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

余市インターチェンジ（仮称）

小樽西インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

１１７，２７９ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

※　小樽ジャンクション小樽方面から余市方面へのランプの工事の着手及び完成の予定年月日は、本線部の進捗状況を踏まえ、

　　別途定めるものとする。

※　小樽ジャンクション余市方面から小樽方面へのランプの完成の予定年月日は、本線部と同時とし、上記②とする。

１８

３１

４

３ ３１

１９

備　　　考接続の方法他の道路の

路線名

一般国道５号

道道登余市停車場線

道道小樽西インター線

余市町登町

北海道余市郡

接続の位置

立体接続

塩谷

平面接続

北海道小樽市



別紙１－９

（山形県東置賜郡高畠町大字深沼から山形県上山市金瓶まで）に関する

東北中央自動車道相馬尾花沢線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 山形県東置賜郡高畠町大字深沼 から

山形県上山市金瓶 まで

（ロ）　延　　　　長 ２４．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

摘　　要
延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

山形県上山市金瓶

１００ ２４．４

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）　設計自動車荷重 　２４５　ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ 　メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

構造による区分

山形県上山市金瓶

　摘　要工事施工

摘 要
往復分離しない区間

車線

往復分離する区間

設　計　区　間

山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

用地買収

２ 車線 ４

１．７５×２

トンネル部分

２．５０×２

１．２５×２

３．５０

２．５０

土工（掘割）部分

摘 要
左　側

５．００

計計 左　側 右　側

― ――

橋梁高架部分

（長大橋）

１．７５×２

橋梁高架部分

（中小橋）

― ――

―

―

―

―

―

―

３．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル （土工部）

― メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

備　　　考接続の方法接続の位置

山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

平面接続 本線

一般国道１３号
山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

立体接続 南陽高畠インターチェンジ

一般国道１３号
（米沢南陽道路）

他の道路の

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

一般国道１３号 山形県上山市藤吾 立体接続 上山インターチェンジ（仮称）

１２３，６７８

一般国道１３号 山形県上山市金瓶 立体接続 山形上山インターチェンジ



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 　

１８

３１

４

３

１９

３１



別紙１－１０

（福島県双葉郡富岡町大字上手岡から福島県相馬市粟津まで）に関する

常磐自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県双葉郡富岡町大字上手岡 から

福島県相馬市粟津 まで

（ロ）　延　　　　長 ４７．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

福島県双葉郡
富岡町大字上手岡

福島県相馬市
粟津

１００ ４７．１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

往復分離しない区間

２ 車線 ４ 車線

往復分離する区間
摘 要

構造による区分

福島県相馬市
粟津

福島県双葉郡
富岡町大字上手岡

用地買収設　計　区　間 　摘　要工事施工

－２．５０（長大橋）

摘 要
左　側左　側 計

－

右　側

－

－

－

－

－

２．５０

３．５０

－

計

－－

土工（掘割）部分
５．００

橋梁高架部分

（中小橋） １．７５×２

２．５０×２

１．２５×２
トンネル部分

橋梁高架部分

－－１．２５×２



（ト）　付加車線の標準幅員 メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

常磐富岡インターチェンジ

浪江インターチェンジ福島県双葉郡 立体接続

立体接続

接続の位置

路線名

県道　小野富岡線

一般国道１１４号

備　　　考接続の方法

３．５０

浪江町大字室原

福島県双葉郡

富岡町大字上手岡

他の道路の

南相馬インターチェンジ

相馬インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

粟津

県道　原町川俣線

１１５，１５４

一般国道１１５号 福島県相馬市

福島県南相馬市 立体接続

立体接続

原町区



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （南相馬～相馬供用開始）

平成 年 月 日 （浪江～南相馬供用開始）

平成 年 月 日 （常磐富岡～浪江供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１０

２４

４

４

２７ ３ １

１７

８

２６ １２ ６

３１ ３ ３０



別紙１－１１

（福島県相馬市粟津から福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺まで）に関する

常磐自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県相馬市粟津 から

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

１００ ８．５

設計速度
摘　　要設　計　区　間

福島県相馬市
粟津

福島県相馬郡
新地町駒ヶ嶺

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

用地買収工事施工設　計　区　間 　摘　要

福島県相馬郡
新地町駒ヶ嶺

往復分離する区間
摘 要

往復分離しない区間

車線２ 車線 ４

福島県相馬市
粟津

構造による区分
摘 要

計左　側 右　側左　側 計

１．２５×２（長大橋）

橋梁高架部分

－２．５０

－１．７５×２

トンネル部分

－－

－ －－

－
土工（掘割）部分

２．５０×２

－

－

－

－

－

橋梁高架部分

（中小橋）

－

３．５０

５．００



（ト）　付加車線の標準幅員 メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

相馬インターチェンジ

新地インターチェンジ

路線名

一般国道１１５号 福島県相馬市

備　　　考接続の方法

３．５０

接続の位置他の道路の

立体接続

立体接続福島県相馬郡

粟津

新地町駒ヶ嶺

一般国道１１３号

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）３１ ３ ３０

１１

２６

１

１２

８

６

１９，４３６



別紙１－１２

（福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺から宮城県亘理郡山元町大平まで）に関する

常磐自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 から

宮城県亘理郡山元町大平 まで

（ロ）　延　　　　長 １４．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

福島県相馬郡
新地町駒ヶ嶺

宮城県亘理郡
山元町大平

１００ １４．８



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

福島県相馬郡
新地町駒ヶ嶺

用地買収 　摘　要

摘 要

工事施工

往復分離しない区間

車線２ 車線

設　計　区　間

往復分離する区間

４

構造による区分

宮城県亘理郡
山元町大平

５．００

トンネル部分

橋梁高架部分

－

－

－－

土工（掘割）部分
２．５０×２

（中小橋） －３．５０１．７５×２

左　側 計
摘 要

計左　側 右　側

－２．５０

橋梁高架部分

１．２５×２（長大橋） －－

－

－

－

－

－

－



（ト）　付加車線の標準幅員 メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

新地インターチェンジ

山元インターチェンジ立体接続

山元町大平

宮城県亘理郡

立体接続福島県相馬郡

一般国道６号

３．５０

接続の位置 備　　　考接続の方法他の道路の

路線名

一般国道１１３号

新地町駒ヶ嶺

（４）　工事予算

４０，３２５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （一部供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）３１ ３ ３０

２８ ４ １

１９

６

１８

２６

４

１２



別紙１－１５

（埼玉県三郷市鷹野三丁目から千葉県松戸市三矢小台二丁目まで）に関する

東関東自動車道水戸線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県三郷市鷹野三丁目 から

千葉県松戸市三矢小台二丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 ５．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

８０

設　計　区　間

５．４

埼玉県三郷市鷹野三丁目

千葉県松戸市三矢小台二丁目

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
摘　　要

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

土工（掘割）部分

４

往復分離しない区間

―

―

橋梁高架部分

（中小橋） ―

左　側

５．００２．５０×２

―

―

―

―

―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

トンネル部分

　摘　要工事施工

計

構造による区分

千葉県松戸市三矢小台二丁目

計

車線

往復分離する区間

左　側

車線 ４

摘 要
右　側

―

―

５．００

設　計　区　間

埼玉県三郷市鷹野三丁目

用地買収

― ―

２．５０×２ ―――



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

三郷南インターチェンジ

松戸インターチェンジ

（４）　工事予算

１１９，４１５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

一般国道２９８号

接続の位置

立体接続

鷹野三丁目

立体接続

千葉県松戸市

路線名

一般国道２９８号

三矢小台二丁目

埼玉県三郷市

備　　　考接続の方法他の道路の

１２

３１

１２

３０

１

３



別紙１－１６

（千葉県松戸市三矢小台二丁目から千葉県市川市高谷まで）に関する

東関東自動車道水戸線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県松戸市三矢小台二丁目 から

千葉県市川市高谷 まで

（ロ）　延　　　　長 １０．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

千葉県松戸市
三矢小台二丁目

千葉県市川市高谷

８０ １０．１

摘　　要設　計　区　間
設計速度



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

５．００

― ―

車線

２．５０×２

― ―

―

― ―

計

工事施工設　計　区　間

往復分離しない区間

４

往復分離する区間構造による区分
摘 要

千葉県市川市高谷

左　側

千葉県松戸市
三矢小台二丁目

用地買収

４

右　側左　側 計

　摘　要

車線

５．００ ―

―

―

橋梁高架部分

土工（掘割）部分

トンネル部分

―

―

２．５０×２

―

――（長大橋）

（中小橋）

橋梁高架部分

―



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

松戸インターチェンジ

市川北インターチェンジ

市川中央インターチェンジ

京葉ジャンクション（仮称）

市川南インターチェンジ

高谷ジャンクション（仮称）

高谷ジャンクション（仮称）東関東自動車道 千葉県市川市 立体接続

高谷

立体接続

立体接続

高谷

県道高速湾岸線 千葉県市川市 立体接続

高谷

一般国道１４号 千葉県市川市

（京葉道路） 稲荷木

接続の位置 備　　　考接続の方法他の道路の

一般国道２９８号 千葉県市川市

立体接続

路線名

一般国道２９８号

一般国道２９８号

一般国道２９８号

立体接続

平田

三矢小台二丁目

立体接続

千葉県市川市

国分

千葉県市川市

千葉県松戸市



（４）　工事予算

７４３，７１３ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （京葉JCT施工に伴う京葉道路切替）

平成 年 月 日 （一部供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１１

２１

１

１０

３０ ３

８

３１

１３

２８ ２ ２５



別紙１－１７

（茨城県鉾田市飯名から茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田まで）に関する

東関東自動車道水戸線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県鉾田市飯名 から

茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

摘　　要
延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設　計　区　間

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

茨城県鉾田市飯名

茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

１００ ８．８



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

構造による区分

茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

―

―
トンネル部分

―

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

左　側

５．００

往復分離する区間

左　側 右　側

車線

摘 要

　摘　要

４

工事施工

２ 車線

―

設　計　区　間

茨城県鉾田市飯名

用地買収

―

―

―

―

―

橋梁高架部分

（中小橋） ―

―

計計

２．５０×２

―

―

――

橋梁高架部分

― ――（長大橋）



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

鉾田インターチェンジ（仮称）

茨城空港北インターチェンジ

（４）　工事予算

２６，５２４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

備　　　考接続の方法

県道茨城鹿島線

他の道路の

路線名

県道鉾田茨城線

接続の位置

飯名

茨城町大字鳥羽田

立体接続茨城県鉾田市

茨城県東茨城郡 立体接続

８

３１

１１

３０

１

３



別紙１－２１

（栃木県足利市菅田町から栃木県下都賀郡岩舟町大字小野寺まで）に関する

北関東自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 栃木県足利市菅田町 から

栃木県下都賀郡岩舟町大字小野寺 まで

（ロ）　延　　　　長 １３．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

栃木県足利市菅田町

栃木県下都賀郡岩舟町
大字小野寺

１００ １３．６

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

３．００１．２５

工事施工

１．７５×２ １．７５３．５０（長大橋）

１．００

土工（掘割）部分

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

栃木県下都賀郡岩舟町
大字小野寺

４ 車線

構造による区分

計

設　計　区　間 用地買収 　摘　要

摘 要

１．００

２．５０

２．００

１．２５５．００

栃木県足利市菅田町

２．５０×２

―

３．７５

橋梁高架部分

計

―
トンネル部分

２．５０×２ ３．７５１．２５

左　側 右　側

２．５０５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

足利インターチェンジ

佐野田沼インターチェンジ

岩舟ジャンクション

（４）　工事予算

７６，１１０ 百万円（消費税込み）

一般国道２９３号

東北縦貫自動車道

接続の位置

路線名

備　　　考

栃木県足利市

小見町

立体接続

立体接続

菅田町

立体接続

栃木県佐野市

岩舟町大字小野寺

栃木県下都賀郡

県道佐野田沼線

接続の方法他の道路の

弘前線



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （岩舟JCT施工に伴う東北道の切替）

平成 年 月 日 （佐野田沼IC～岩舟JCT供用開始）

平成 年 月 日 （足利IC～佐野田沼IC供用開始）

平成 年 月 日 （東北自動車道岩舟JCT付加車線供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

２８ ３ １８

２０１０

２９ ３ ３０

２３ ３ １９

２２ ４ １７

１９

１

９ ５



別紙１－２６

北海道縦貫自動車道函館名寄線（八雲PA）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道二海郡八雲町

（３）　工事予算

９７１ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

５ １２ ４

３３ ３ ３１

２１ １０ １０



別紙１－２９

北海道縦貫自動車道函館名寄線（剣淵PA）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道上川郡剣淵町

（３）　工事予算

１，３４２ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

５ １２ ４

３３ ３ ３１



別紙１－３０

北海道横断自動車道黒松内釧路線（銭函ＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道小樽市星野町

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

銭函インターチェンジ

（４）　工事予算

５，５２４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

路線名

道道銭函インター線 北海道小樽市 立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

８ ７ ３１

星野町

３１ ３ ３１



別紙１－３１

北海道横断自動車道黒松内釧路線（手稲ＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道札幌市手稲区富丘

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

手稲インターチェンジ

（４）　工事予算

８８８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

路線名

市道手稲インター線 北海道札幌市 立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

１２ １ １８

手稲区富丘

３１ ３ ３１



別紙１－３４

北海道横断自動車道黒松内北見線（本別ＪＣＴ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内北見線

（２）　工事の箇所

北海道中川郡本別町勇足

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

本別ジャンクション

路線名

北海道横断自動車道 北海道中川郡 立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

黒松内釧路線 本別町勇足



（４）　工事予算

１，３８４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

５ １２ ４

３３ ３ ３１



別紙１－３６

北海道横断自動車道黒松内北見線（足寄ＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内北見線

（２）　工事の箇所

北海道足寄郡足寄町郊南

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

足寄インターチェンジ

本線（新直轄）

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

一般国道２４２号 北海道足寄郡 立体接続

北海道横断自動車道 北海道足寄郡 平面接続

黒松内北見線 足寄町郊南

足寄町郊南



（４）　工事予算

１，１４８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３３ ３ ３１

１２ ４５



別紙１－３７

東北縦貫自動車道弘前線

（東京都練馬区大泉町五丁目から埼玉県川口市赤芝新田まで）（改築）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

東京都練馬区大泉町五丁目 から

埼玉県川口市赤芝新田 まで

（３）　工事予算

１２，６９７ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

８ ７ ３１

３３ ３ ３１



別紙１－４２

東北縦貫自動車道弘前線(福島ＪＣＴ)に関する

工事の内容



１．工事の内容

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

福島県福島市笹谷

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

東北中央自動車道 福島県福島市笹谷

接続の方法 備　　　考接続の位置

平面接続 福島ジャンクション

他の道路の

相馬尾花沢線

（４）　工事予算

百万円 （消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）平成 ３０ ３ ３０

平成 ２８ ９ １１

１９

相馬尾花沢線

８，４６１

平成 １８ ４



別紙１－５６

日本海沿岸東北自動車道（雄和PA）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）　工事の箇所

秋田県秋田市

（３）　工事予算

百万円　　（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １０ 年 ４ 月 ３０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日 　

１，２８９



別紙１－５７

東北中央自動車道相馬尾花沢線（山形ＰＡ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）　工事の箇所

山形県山形市

（３）　工事予算

１，８１５ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３１ 年 ３ 月 ３１ 日 　



別紙１－５８

（山形県天童市大字大町から山形県東根市大字羽入まで）（改築）に関する

東北中央自動車道相馬尾花沢線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 山形県天童市大字大町 から

山形県東根市大字羽入 まで

（ロ）　延　　　　長 １．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
設　計　区　間

設計速度

山形県天童市
大字大町

１００ １．７

延　　長

山形県東根市
大字羽入

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

車線

右 側左 側

往復分離する区間

設　計　区　間 工事施工

山形県天童市
大字大町

山形県東根市
大字羽入

構造による区分

計左 側

付加車線事業

用地買収 　摘　要

摘 要
往復分離しない区間

計

４ 車線 ４

右　側左　側

－ －２．５０２．５０ －

土工（掘割）部分

トンネル部分

２．５０

－－

２．５０ －

－

計左 側

－

－

計

橋梁高架部分

（中小橋）

－

－

－

－－ －

橋梁高架部分

（長大橋） －



（ト）　中央帯の標準幅員

－ メートル

（チ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

国道２８７号 山形県東根市大字羽入 立体接続 東根インターチェンジ

備　　　　考他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

（新直轄）

東北中央自動車道相馬尾花沢線 山形県東根市大字羽入 平面接続 本線

（４）　工事予算

３，７６２ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 　３１

１２

 　３

  ４

３１

  ５



別紙１－６１

（埼玉県深谷市本田から群馬県渋川市八木原まで）（改築）に関する

関越自動車道新潟線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道　　新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県深谷市本田 から

埼玉県深谷市黒田 まで

埼玉県本庄市児玉町高関 から

埼玉県児玉郡上里町大字嘉美 まで

群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田 から

群馬県渋川市八木原 まで

（ロ）　延　　　　長 埼玉県深谷市本田 から

埼玉県深谷市黒田 まで

埼玉県本庄市児玉町高関 から

埼玉県児玉郡上里町大字嘉美 まで

群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田 から

群馬県渋川市八木原 まで

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

埼玉県深谷市本田 から

埼玉県深谷市黒田 まで

埼玉県本庄市児玉町高関 から

埼玉県児玉郡上里町大字嘉美 まで

から

群馬県渋川市八木原 まで

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ ２．６

１．７

Ⅲ

１２０

１２０

１．８

１．８

キロメートル

キロメートル

摘　　要設　計　区　間

Ⅱ

群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田

２．６

１２０ １．７

キロメートルⅢ

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル （ただし、Ⅰ埼玉県深谷市本田から埼玉県深谷市畠山までは３．００メートル（登坂車線））

（ホ）　車線数

埼玉県深谷市本田 から

埼玉県深谷市黒田 まで

埼玉県本庄市児玉町高関 から

埼玉県児玉郡上里町大字嘉美 まで

から

群馬県渋川市八木原 まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

付加車線事業

付加車線事業

付加車線事業４ 車線Ⅲ
群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田

Ⅰ

Ⅱ 車線

６ ６ 車線

６

車線

　摘　要設　計　区　間 工事施工 用地買収

４ 車線

６ 車線

Ⅰ

左　側 計 左　側
摘　要

計 計左　側

Ⅱ

２．５０

－

２．５０ ２．５０ ２．５０

構造による区分

－ －

１．７５ １．７５

－ －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５ １．７５

１．５０ １．５０

Ⅲ

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分
（中小橋）

－

２．５０ ２．５０

－ －

２．５０ ２．５０－ －



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

７，２３６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （本庄児玉IC　供用開始）

平成 年 月 日 （花園IC、渋川伊香保IC　供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

２９

１７

他の道路の

路線名

－

１６

２２

６

１２

２３ ３

３１ ３ ３０

１７

備　　　考接続の方法

－－

接続の位置



（埼玉県川口市赤芝新田から埼玉県三郷市番匠免二丁目まで）（改築）に関する

工事の内容

別紙１－６４

常磐自動車道



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

埼玉県川口市赤芝新田 から

埼玉県三郷市番匠免二丁目 まで

（３）　工事予算

９，０８０ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

８

３３

７

３

３１

３１



別紙１－６５

常磐自動車道 （八潮PA）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

埼玉県八潮市

（３）　工事予算

２５，２６２ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１２ １ １８

３１３３３



別紙１－６７

常磐自動車道（ならはPA）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

 福島県双葉郡楢葉町

（３）　工事予算

百万円（消費税込み）２ １８７ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

５

２７

１２

３ １

４

２８ ３ ３０

２，１８７



別紙１－６９

常磐自動車道（鳥の海ＰＡ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

宮城県亘理郡亘理町

（３）　工事予算

１，０８９ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １６ 年 ６ 月 ２９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

２６ １２ ６

３０ ３ ３０



（埼玉県三郷市番匠免二丁目から埼玉県三郷市鷹野三丁目まで）(二次改築）に関する

工事の内容

別紙１－７３

東関東自動車道水戸線



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市番匠免二丁目 から

埼玉県三郷市鷹野三丁目 まで

（３）　工事予算

１，７４９ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１０ １ ２０

３１３３３



東関東自動車道水戸線 （三郷ＪＣＴ（ 二次改築））に関する

工事の内容

別紙１－７５



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市番匠免二丁目

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

常磐自動車道 埼玉県三郷市 立体接続 三郷ジャンクション

一般国道２９８号 番匠免二丁目

県道高速足立三郷線

路線名

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

２０，０６４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１２

２４

１

９ １４

１２

３０ ３ ３１



東関東自動車道水戸線 （三郷中央IC）に関する

工事の内容

別紙１－７６



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市谷口

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

三郷中央インターチェンジ

他の道路の 接続の位置 接続の方法

谷口

備　　　考

路線名

一般国道２９８号 埼玉県三郷市 立体接続



（４）　工事予算

３，１２６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１２

３１

１２

３０

１

３



東関東自動車道水戸線 （大栄ＪＣＴ）に関する

工事の内容

別紙１－７９



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県成田市吉岡

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

大栄ジャンクション千葉県成田市 立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法

（首都圏中央連絡自動車道） 吉岡

備　　　考

路線名

一般国道４６８号



（４）　工事予算

４，１５７ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）３０

１６ ６ ２９

２７ ６ ７

２９ ３



東関東自動車道水戸線（大栄ＪＣＴ）（改築）に関する

工事の内容

別紙１－８０



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県成田市吉岡

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

大栄ジャンクション立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法

（首都圏中央連絡自動車道） 吉岡

備　　　考

路線名

一般国道４６８号 千葉県成田市



（４）　工事予算

２，２１１ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３１

１６

３５

６

３

２９



別紙１－８４

（新潟県糸魚川市大字歌から新潟県糸魚川市大字外波まで）（改築）に関する

北陸自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北陸自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 新潟県糸魚川市大字歌 から

新潟県糸魚川市大字外波 まで

（３）　工事予算

８，４８３ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 　

１４

２８

４

１１

９

３０



別紙１－８６

（神奈川県横浜市金沢区釜利谷町から神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目まで）に関する

一般国道４６８号（横浜横須賀道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　横浜横須賀道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 から

神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重    ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

神奈川県横浜市
戸塚区原宿三丁目

６

設　計　区　間

神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

用地買収工事施工

摘　　要

神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

神奈川県横浜市
戸塚区原宿三丁目

８．７

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

６ 車線 車線

８０

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

－５．００２．５０×２

－

－－

－

橋梁高架部分

（長大橋） －３．５０

－ －

１．７５×２

橋梁高架部分

（中小橋） － －

１．５０
トンネル部分

－－

計

－

右　側

－

往復分離する区間構造による区分

左　側

０．７５×２

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

公田インターチェンジ（仮称）

栄インター・ジャンクション（仮称）

戸塚インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

２５６，０４８ 百万円（消費税込み）

一般国道４６８号（横浜湘南道路）

及び都市計画道路　横浜藤沢線

一般国道１号

戸塚区原宿三丁目

立体接続

栄区田谷町

神奈川県横浜市

他の道路の

立体接続

上郷公田線

一般国道１６号（横浜横須賀道路）

立体接続神奈川県横浜市

栄区公田町

神奈川県横浜市

金沢区釜利谷町

釜利谷ジャンクション

路線名

都市計画道路

備　　　考接続の位置

立体接続神奈川県横浜市

接続の方法



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

　イ　神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（ＳＴＡ０＋００）から神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（ＳＴＡ２＋４０）まで

平成 １３ 年 ３ 月 １０ 日

　ロ　神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（ＳＴＡ２＋４０）から神奈川県横浜市栄区飯島町（ＳＴＡ５９＋３０）まで

平成 １３ 年 ８ 月 １４ 日

　ハ　神奈川県横浜市栄区飯島町（ＳＴＡ５９＋３０）から神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目（ＳＴＡ８７＋００）まで

平成 ３２ 年 ４ 月 １ 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手（予定）年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける（予定）年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３３ ３ ３１



別紙１－９０

（埼玉県桶川市大字川田谷から埼玉県久喜市菖蒲町上大崎まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県桶川市大字川田谷 から

埼玉県久喜市菖蒲町上大崎 まで

（ロ）　延　　　　長 １０．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

１００

埼玉県久喜市菖蒲町上大崎

用地買収工事施工

１０．８

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

　摘　要

埼玉県桶川市大字川田谷

設　計　区　間

４ 車線 車線

埼玉県桶川市大字川田谷

埼玉県久喜市菖蒲町上大崎

４

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

設計速度 延　　長
摘　　要設　計　区　間



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（長大橋） －

摘 要
往復分離しない区間

計右　側

往復分離する区間

橋梁高架部分

－５．００２．５０×２

左　側

土工（掘割）部分

－
トンネル部分

－

５．００２．５０×２

－

－－ －

左　側

－ －

構造による区分

計

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００

－

－－－



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

桶川北本インターチェンジ

桶川加納インターチェンジ

白岡菖蒲インターチェンジ

（４）　工事予算

６９，８３６ 百万円（消費税込み）

他の道路の 接続の位置

立体接続

立体接続

備　　　考

埼玉県桶川市大字川田谷

埼玉県桶川市大字加納

路線名

一般国道１７号

接続の方法

県道川越栗橋線

立体接続埼玉県久喜市菖蒲町台一般国道１２２号



（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日

イ 埼玉県桶川市大字川田谷（STA133+43）から埼玉県桶川市大字川田谷（STA134+95）まで

平成 年 月 日

ロ 埼玉県桶川市大字川田谷（STA134+95）から埼玉県桶川市大字上日出谷（STA151+00）まで

平成 年 月 日

ハ 埼玉県桶川市大字上日出谷（STA151+00）から埼玉県桶川市大字上日出谷（STA152+60）まで

平成 年 月 日

ニ 埼玉県桶川市大字上日出谷（STA152+60）から埼玉県桶川市大字上日出谷（STA155+20）まで

平成 年 月 日

ホ 埼玉県桶川市大字上日出谷（STA155+20）から埼玉県桶川市大字上日出谷（STA156+49）まで

平成 年 月 日

ヘ 埼玉県桶川市大字上日出谷（STA156+49）から埼玉県桶川市大字上日出谷（STA159+19）まで

平成 年 月 日

ト 埼玉県桶川市大字上日出谷（STA159+19）から埼玉県桶川市大字上日出谷（STA161+94）まで

平成 年 月 日

４

１２ ２０２６

２６ ８ １

２６ ８ ２０

２６ １２ １

２７ ３ １

１

２６ １１ １

２６



チ 埼玉県桶川市大字上日出谷（STA161+94）から埼玉県北本市大字二ツ家（STA164+22）まで

平成 年 月 日

リ 埼玉県北本市大字二ツ家（STA164+22）から埼玉県北本市大字二ツ家（STA167+37）まで

平成 年 月 日

ヌ 埼玉県北本市大字二ツ家（STA167+37）から埼玉県桶川市大字加納（STA167+86）まで

平成 年 月 日

ル 埼玉県桶川市大字加納（STA167+86）から埼玉県桶川市大字加納（STA168+46）まで

平成 年 月 日

ヲ 埼玉県桶川市大字加納（STA168+46）から埼玉県桶川市大字加納（STA170+65）まで

平成 年 月 日

ワ 埼玉県桶川市大字加納（STA170+65）から埼玉県桶川市大字加納（STA179+47）まで

平成 年 月 日

カ 埼玉県桶川市大字加納（STA179+47）から埼玉県桶川市大字加納（STA180+84）まで

平成 年 月 日

ヨ 埼玉県桶川市大字加納（STA180+84）から埼玉県桶川市大字加納（STA182+59）まで

平成 年 月 日

タ 埼玉県桶川市大字加納（STA182+59）から埼玉県桶川市大字加納（STA183+91）まで

平成 年 月 日２４ １２ ２１

１ １

２６ １２ １１

２７ １ １

２７

２７ ３ １

２５ ４ １

２７ ２ １６

２７ １ １

２７ ３ １



レ 埼玉県桶川市大字加納（STA183+91）から埼玉県桶川市大字加納（STA184+44）まで

平成 年 月 日

ソ 埼玉県桶川市大字加納（STA184+44）から埼玉県桶川市大字加納（STA187+47）まで

平成 年 月 日

ツ 埼玉県桶川市大字加納（STA187+47）から埼玉県桶川市大字加納（STA187+88）まで

平成 年 月 日

ネ 埼玉県桶川市大字加納（STA187+88）から埼玉県桶川市赤堀（STA191+49）まで

平成 年 月 日

ナ 埼玉県桶川市赤堀（STA191+49）から埼玉県桶川市赤堀（STA192+00）まで

平成 年 月 日

ラ 埼玉県桶川市赤堀（STA192+00）から埼玉県桶川市大字五丁台（STA195+00）まで

平成 年 月 日

ム 埼玉県桶川市大字五丁台（STA195+00）から埼玉県桶川市大字五丁台（STA196+70）まで

平成 年 月 日

ウ 埼玉県桶川市大字五丁台（STA196+70）から埼玉県桶川市大字五丁台（STA197+16）まで

平成 年 月 日

ノ 埼玉県桶川市大字五丁台（STA197+16）から埼玉県桶川市大字五丁台（STA198+35）まで

平成 年 月 日

２３ １２ １５

２４ ４ １

１２ ２１

２６ ８ ２２

２４

２４ ２ １

２４ ４ １

２３ １２ １５

２５

２４ １０ １６

４ １



オ 埼玉県桶川市大字五丁台（STA198+35）から埼玉県久喜市菖蒲町下栢間（STA207+94）まで

平成 年 月 日

ク 埼玉県久喜市菖蒲町下栢間（STA207+94）から埼玉県久喜市菖蒲町下栢間（STA210+35）まで

平成 年 月 日

ヤ 埼玉県久喜市菖蒲町下栢間（STA210+35）から埼玉県久喜市菖蒲町上大崎（STA241+72）まで

平成 年 月 日

桶川北本ＩＣ　ランプ部

マ 埼玉県桶川市大字川田谷（B-STA2+31）から埼玉県桶川市大字川田谷(B-STA4+51)まで

平成 年 月 日

ケ 埼玉県桶川市大字川田谷（C-STA0+74）から埼玉県桶川市大字川田谷(C-STA5+92)まで

平成 年 月 日

フ 埼玉県桶川市大字川田谷（C-STA5+92）から埼玉県桶川市大字川田谷(C-STA6+73)まで

平成 年 月 日

コ 埼玉県桶川市大字川田谷（C-STA6+73）から埼玉県桶川市大字川田谷(C-STA7+90)まで

平成 年 月 日

エ 埼玉県桶川市大字川田谷（C-STA7+90）から埼玉県桶川市大字川田谷(C-STA9+42)まで

平成 年 月 日

２７ ３ １

２５ ３ １

２６ ４ １

２５ ３ １

２６ ４ １

２５ １０ １

２６ ４ １

２４ ４ １



テ 埼玉県桶川市大字川田谷（D-STA5+81）から埼玉県桶川市大字川田谷(D-STA10+26)まで

平成 年 月 日

桶川加納ＩＣ　ランプ部

ア 埼玉県桶川市大字加納（A-STA1+70）から埼玉県桶川市大字加納(A-STA2+50)まで

平成 年 月 日

サ 埼玉県桶川市大字加納（B-STA2+72）から埼玉県桶川市大字加納(B-STA3+02)まで

平成 年 月 日

キ 埼玉県桶川市大字加納（C-STA1+99）から埼玉県桶川市大字加納(C-STA3+80)まで

平成 年 月 日

ユ 埼玉県桶川市大字加納（D-STA2+33）から埼玉県桶川市大字加納(D-STA2+72)まで

平成 年 月 日

メ 埼玉県桶川市大字加納（D-STA2+72）から埼玉県桶川市大字加納(D-STA4+40)まで

平成 年 月 日

桶川加納ＩＣ　料金所部

ミ 埼玉県桶川市大字加納(B-STA0+80)から埼玉県桶川市大字加納(E-STA0+50)まで

平成 年 月 日

桶川加納ＩＣ　ランプ部

シ 埼玉県桶川市大字加納（E-STA1+30）から埼玉県桶川市大字加納(E-STA1+58)まで

平成 年 月 日

１

２４ ５ １５

２６ １２ １

２５ １０ １

２ １１

２４

２４ ５ １５

２５ ３ １

５ １５

２５ １１

２７



ヒ 埼玉県桶川市大字加納（G-STA1+98）から埼玉県桶川市大字加納(G-STA2+48)まで

平成 年 月 日

モ 埼玉県桶川市大字加納（G-STA2+98）から埼玉県桶川市大字加納(G-STA3+32)まで

平成 年 月 日

セ 埼玉県桶川市大字加納（H-STA2+32）から埼玉県桶川市大字加納(H-STA3+07)まで

平成 年 月 日

菖蒲ＰＡ

ス 埼玉県久喜市菖蒲町下栢間(ＳＴＡ207+22)から埼玉県久喜市菖蒲町下栢間(STA210+87)まで

平成 年 月 日

ス－１ 埼玉県久喜市菖蒲町下栢間(STA207+87)から埼玉県久喜市菖蒲町下栢間(STA208+60)まで

平成 年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）３１ ３ ３０

２４ ５ １５

２７ ４ ３０

２７ １０ ３１

２４ ５ １５

２６ １ １

２６ １２ ２１



別紙１－９５

一般国道４６８号（東京湾横断・木更津東金道路）

（千葉県東金市丹尾から千葉県茂原市石神まで）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　東京湾横断・木更津東金道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県東金市丹尾 から

千葉県茂原市石神 まで

（ロ）　延　　　　長 ２１．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

千葉県東金市丹尾

２ 車線 ４ 車線

千葉県茂原市石神

千葉県東金市丹尾

１００ ２１．６

千葉県茂原市石神

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ － － －

橋梁高架部分

（中小橋） １．７５×２ ３．５０ － － －

２．００ － － －

計

土工（掘割）部分
１．７５×２ ３．５０ － － －

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側

トンネル部分
１．００×２



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

東金ジャンクション

東金インターチェンジ

茂原北インターチェンジ

茂原長南インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

一般国道４０９号 千葉県長生郡長南町坂本 立体接続

（茂原・一宮・大原道路）

市道５１６４号線 千葉県東金市山台 立体接続

県道五井本納線 千葉県茂原市上太田 立体接続

路線名

一般国道１２６号 千葉県東金市丹尾 立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

２３，１１０



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ　千葉県東金市丹尾（ＳＴＡ０－０１）から千葉県東金市小野（ＳＴＡ７＋６０）まで

平成 年 月 日

イ　千葉県東金市小野（ＳＴＡ７＋６０）から千葉県東金市小野（ＳＴＡ８＋６０）まで

平成 年 月 日

イ　千葉県東金市小野（ＳＴＡ８＋６０）から千葉県東金市小野（ＳＴＡ１１＋６０）まで

平成 年 月 日

ロ　千葉県東金市小野（ＳＴＡ１１＋６０）から千葉県東金市小野（ＳＴＡ１４＋２０）まで

平成 年 月 日

ロ　千葉県東金市小野（ＳＴＡ１４＋２０）から千葉県東金市丘山台（ＳＴＡ１６＋４０）まで

平成 年 月 日

ロ　千葉県東金市丘山台（ＳＴＡ１６＋４０）から千葉県東金市小野（ＳＴＡ１９＋００）まで

平成 年 月 日

ハ　千葉県東金市小野（ＳＴＡ１９＋００）から千葉県大網白里町養安寺（ＳＴＡ２１＋３５）まで

平成 年 月 日

１０ １

２４ ８ １

２４ １２ １

２４ １２ １

２４ １１ １

２４

２４ １１ １

２４ １０ １



ニ　千葉県大網白里町養安寺（ＳＴＡ２１＋３５）から千葉県大網白里町小西（ＳＴＡ２７＋８５）まで

平成 ２４ 年 月 日

ホ　千葉県大網白里町小西（ＳＴＡ２７＋８５）から千葉県大網白里町餅木（ＳＴＡ３３＋６９．５）まで

平成 ２４ 年 月 日

ヘ　千葉県大網白里町餅木（ＳＴＡ３３+６９．５）から千葉県大網白里町餅木（ＳＴＡ３５＋２３）まで

平成 ２４ 年 月 日

ト　千葉県大網白里町餅木（ＳＴＡ３５＋２３）から千葉県大網白里町金谷郷（ＳＴＡ４８＋６９）まで

平成 年 月 日

チ　千葉県大網白里町金谷郷（ＳＴＡ４８＋６９）から千葉県大網白里町南玉（ＳＴＡ５７＋２３）まで

平成 年 月 日

リ　千葉県大網白里町南玉（ＳＴＡ５７＋２３）から千葉県千葉市緑区小食土町（ＳＴＡ６５＋４０）まで

平成 年 月 日

ヌ　千葉県千葉市緑区小食土町（ＳＴＡ６５＋４０）から千葉県千葉市緑区小食土町（ＳＴＡ６５＋７０）まで

平成 年 月 日

ル　千葉市緑区小食土町（ＳＴＡ６５＋７０）から千葉県大網白里町小中（ＳＴＡ８０＋００）まで

平成 年 月 日

ヲ　千葉県大網白里町小中（ＳＴＡ８０＋００）から千葉県大網白里町神房（ＳＴＡ８６＋００）まで

平成 年 月 日

１２

９

６

１

１

１

１２１

１２ １

２４ ６ １

１９

８

１５２２４

２４ １０ １

２１ ８ １



ワ　千葉県大網白里町神房（ＳＴＡ８６＋００）から千葉県茂原市柴名（ＳＴＡ１０６＋９４）まで

平成 年 月 日

カ　千葉県茂原市柴名（ＳＴＡ１０６＋９４）から千葉県茂原市柴名（ＳＴＡ１０９＋２０）まで

平成 年 月 日

ヨ　千葉県茂原市柴名（ＳＴＡ１０９＋２０）から千葉県茂原市柴名（ＳＴＡ１１３＋６０）まで

平成 年 月 日

タ　千葉県茂原市柴名（ＳＴＡ１１３＋６０）から千葉県茂原市上太田（ＳＴＡ１２３＋１１）まで

平成 年 月 日

レ　千葉県茂原市上太田（ＳＴＡ１２３＋１１）から千葉県茂原市上太田（ＳＴＡ１２４＋３４）まで

平成 年 月 日

ソ　千葉県茂原市上太田（ＳＴＡ１２４＋３４）から千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１４８＋９１）まで

平成 年 月 日

ツ　千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１４８＋９１）から千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１５６＋２０）まで

平成 年 月 日

ネ　千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１５６＋２０）から千葉県長柄町榎本（ＳＴＡ１７９＋６０）まで

平成 年 月 日

ナ　千葉県長柄町榎本（ＳＴＡ１７９＋６０）から千葉県長柄町榎本（ＳＴＡ１８３＋８０）まで

平成 年 月 日２４ ７ １

１５２４

２４

２４

２

１５

１５

１１

１０

２４ ２

１２

２４

１

９

１

１

１

２４

１９

８

５

２１



ラ　千葉県長柄町榎本（ＳＴＡ１８３＋８０）から千葉県長柄町榎本（ＳＴＡ１８７＋７８）まで

平成 年 月 日

ラ　千葉県長柄町榎本（ＳＴＡ１８７＋７８）から千葉県長南町須田（ＳＴＡ１９４＋４０）まで

平成 年 月 日

ム　千葉県長南町須田（ＳＴＡ１９４＋４０）から千葉県長南町関原（ＳＴＡ２０３＋８８．２）まで

平成 年 月 日

ウ　千葉県長南町関原（ＳＴＡ２０３＋８８．２）から千葉県茂原市石神（ＳＴＡ２１０＋３９）まで

平成 年 月 日

ノ　千葉県茂原市石神（ＳＴＡ２１０＋３９）から千葉県茂原市石神（ＳＴＡ２１６＋２０）まで

平成 年 月 日

東金JCT　Cランプ

イ　千葉県東金市山田（STA５＋１８）から千葉県東金市山田（STA６＋２０）まで

平成 年 月 日１２ １

１

１

２４ ８ １

２４

１

１

２４

２４

２４

２４

９

７

７

８



茂原北ＩＣ　ランプ部

オ　千葉県茂原市柴名（ＳＴＡ４＋２０）から千葉県茂原市上太田（ＳＴＡ０＋６０）まで

平成 年 月 日

ク　千葉県茂原市上太田（ＳＴＡ０＋６０）から千葉県茂原市上太田（ＳＴＡ０＋２０）まで

平成 年 月 日

ヤ　千葉県茂原市上太田（ＳＴＡ０＋２０）から千葉県茂原市上太田（ＳＴＡ２＋１０）まで

平成 年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （東金ＩＣランプ切替）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

２５ ４ ２７

１

１９

２０

１９

１２

１０

１２

２３ ２０１０

３０ ３ ３０

１

１



別紙１－９６

（千葉県茂原市石神から千葉県木更津市下郡まで）に関する

一般国道４６８号（東京湾横断・木更津東金道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　東京湾横断・木更津東金道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県茂原市石神 から

千葉県木更津市下郡 まで

（ロ）　延　　　　長 ２１．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

摘　　要

１００

２ 車線

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

設　計　区　間

千葉県茂原市石神

　摘　要用地買収

千葉県茂原市石神

千葉県木更津市下郡

２１．３

工事施工

車線

設　計　区　間
設計速度 延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

４

千葉県木更津市下郡



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

橋梁高架部分

－－

土工（掘割）部分
１．７５×２

（長大橋） －３．５０

トンネル部分
－－－

－ －

摘 要
往復分離しない区間

計

１．７５×２

１．００×２ ２．００

左　側

－

左　側

３．５０ －－

１．７５×２

右　側

往復分離する区間

－

橋梁高架部分

（中小橋）

構造による区分

計

３．５０



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

茂原長南インターチェンジ

市原鶴舞インターチェンジ

木更津東インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

千葉県市原市田尾 立体接続

一般国道４０９号

（茂原・一宮・大原道路）

立体接続

１３，９０９

一般国道２９７号

立体接続

他の道路の 接続の位置

千葉県長生郡長南町坂本

路線名

千葉県木更津市下郡一般国道４１０号バイパス

備　　　考接続の方法



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 千葉県茂原市石神（ＳＴＡ２１６＋２０）から千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２１９＋７３）まで

年 月 日

ロ 千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２１９＋７３）から千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２２０＋７３）まで

年 月 日

ハ 千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２２０＋７３）から千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２２２＋７７）まで

年 月 日

ニ 千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２２２＋７７）から千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２３３＋６０）まで

年 月 日

ホ - 1 千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２３３＋６０）から千葉県長生郡長南町報恩寺（STA２４３＋１７）まで

年 月 日

ホ - 2 千葉県長生郡長南町報恩寺（STA２４３＋１７）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（STA２５０＋００）まで

年 月 日

ホ - 3 千葉県長生郡長南町茗荷沢（STA２５０＋００）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（STA２５２＋５９）まで

年 月 日１

１

平成

平成

２４

平成 ２４ ８

９ １

２４ ５ 1

平成 ２４

２４ 7

５

平成

２４ １１

１８

平成 ２４ ９

平成

１

1



ホ - 4 千葉県長生郡長南町茗荷沢（STA２５２＋５９）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（STA２５２＋６４）まで

平成 年 月 日

ホ - 5 千葉県長生郡長南町茗荷沢（STA２５２＋６４）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（STA２５３＋００）まで

平成 年 月 日

へ - 1 千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２５３＋００）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２５３＋０５）まで

年 月 日

へ - 2 千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２５３＋０５）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２５９＋２０）まで

年 月 日

へ - 3 千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２５９＋２０）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２６２＋６０）まで

年 月 日

ト - 1 千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２６２＋６０）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２６６＋６０）まで

年 月 日

ト - 2 千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２６６＋６０）から千葉県長生郡長南町岩撫（ＳＴＡ２７２＋８６）まで

年 月 日

チ - 1 千葉県長生郡長南町岩撫（ＳＴＡ２７２＋８６）から千葉県市原市田尾（ＳＴＡ２９７＋０６）まで

年 月 日

チ - 2 千葉県市原市田尾（ＳＴＡ２９７＋０６）から千葉県市原市田尾（ＳＴＡ２９８＋４９．７）まで

年 月 日

２４ １１ １

１

平成 ２４ １０ １

平成 ２４ １２

平成

２４ ８

平成 ２４ ３ ２６

平成 ２４ １０ １

１

１０

平成 ２４ １２ １

平成 ２４ ８ １

２４ １



リ - 1 千葉県市原市田尾（ＳＴＡ２９８＋４９．７）から千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０６＋８０）まで

年 月 日

リ - 2 千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０６＋８０）から千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０７＋１０）まで

年 月 日

リ - 3 千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０７＋１０）から千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０８＋４０）まで

年 月 日

リ - 4 千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０８＋４０）から千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０９＋００）まで

年 月 日

ヌ - 1 千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０９＋００）から千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３１０＋００）まで

年 月 日

ヌ - 2 千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３１０＋００）から千葉県市原市不入（ＳＴＡ３１３＋８１）まで

年 月 日

ヌ - 3 千葉県市原市不入（ＳＴＡ３１３＋８１）から千葉県市原市不入（ＳＴＡ３１６＋５７）まで

年 月 日

ヌ - 4 千葉県市原市不入（ＳＴＡ３１６＋５７）から千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３１７＋６０）まで

年 月 日

ヌ - 5 千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３１７＋６０）から千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２０＋０５）まで

年 月 日

１１ １

２４ １２

１

平成 ２４

平成 ２４ １２

１

平成 ２５

平成 ２４ １２ １

平成 ２４ １２ １

平成 ２５ ２ １

２ ２０

平成

平成

平成 ２５ ２ １

２５ ２ １



ヌ - 6 千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２０＋０５）から千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２１＋１８）まで

年 月 日

ヌ - 7 千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２１＋１８）から千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２１＋８０）まで

年 月 日

ヌ - 8 千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２１＋８０）から千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２５＋４０）まで

年 月 日

ヌ - 9 千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２５＋４０）から千葉県市原市養老（ＳＴＡ３２７＋３．５）まで

年 月 日

ヌ - 10 千葉県市原市養老（ＳＴＡ３２７＋３．５）から千葉県市原市久保（ＳＴＡ３３２＋５７）まで

年 月 日

ヌ - 11 千葉県市原市久保（ＳＴＡ３３２＋５７）から千葉県市原市久保（ＳＴＡ３３２＋７２．６）まで

年 月 日

ヌ - 12 千葉県市原市久保（ＳＴＡ３３２＋７２．６）から千葉県市原市山口（ＳＴＡ３４０＋３４）まで

年 月 日

ル - 1 千葉県市原市山口（ＳＴＡ３４０＋３４）から千葉県市原市山口（ＳＴＡ３５８＋２０）まで

年 月 日

ル - 2 千葉県市原市山口（ＳＴＡ３５８＋２０）から千葉県市原市山口（ＳＴＡ３６０＋８４）まで

年 月 日

平成 ２４ １１ １

平成 ２５ ２ １

２４ １２ １

平成 ２４ １１ １

平成 ２４ １２ １

１

平成 ２４ １１ １

平成 ２４ １２ １

平成 ２５ ２ １２

平成

平成 ２４ １２



ヲ 千葉県市原市山口（ＳＴＡ３６０＋８４）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３６７＋５９）まで

年 月 日

ワ - 1 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３６７＋５９）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３７２＋４１）まで

年 月 日

ワ - 2 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３７２＋４１）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３７５＋２１）まで

年 月 日

カ 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３７５＋２１）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３８０＋６９）まで

年 月 日

ヨ 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３８０＋６９）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３９２＋１２）まで

年 月 日

タ - 1 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３９２＋１２）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３９４＋８０）まで

年 月 日

タ - 2 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３９４＋８０）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ４００＋５１）まで

年 月 日

レ 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ４００＋５１）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ４０２＋３０．７）まで

年 月 日

ソ 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ４０２＋３０．７）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ４０４＋７８）まで

年 月 日平成

１０

平成 ２４ １１ １

１

平成

１

平成 ２４ １１ １

平成 ２４ ３ ２６

平成 ２３ １１ ２１

２４ ３ ２６

平成 ２３ １１ ２１

平成 ２４ ８

平成 ２４ １２

１２４



ツ 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ４０４＋７８）から千葉県木更津市茅野（ＳＴＡ４１３＋６３．６）まで

年 月 日

ネ 千葉県木更津市茅野（ＳＴＡ４１３＋６３．６）から千葉県木更津市下郡（ＳＴＡ４２９＋１７）まで

年 月 日

茂原長南IC 料金所部

ナ 千葉県長生郡長南町坂本（C1‐ＳＴＡ０＋１９．２）から千葉県長生郡長南町坂本（E‐ＳＴＡ1+１０．８）まで

年 月 日

茂原長南IC 管理施設部

ラ - 1 千葉県長生郡長南町坂本（C1‐STA３＋８８．５）から千葉県長生郡長南町坂本（E‐STA３＋７）まで

　　 年 月 日

ラ - 2 千葉県茂原市石神（B‐STA１＋３）から千葉県茂原市石神（B‐STA２＋１．８）まで

　　 年 月 日

ラ - 3 千葉県茂原市石神（C1‐STA０＋０）から千葉県茂原市石神（C1‐STA２＋0）まで

　　 年 月 日

ラ - 4 千葉県長生郡長南町千手堂（E‐STA０＋０）から千葉県長生郡長南町千手堂（E‐STA１２＋１５）まで

　　 年 月 日

ラ - 5 千葉県長生郡長南町千手堂（F‐STA１２＋１８．６）から千葉県長生郡長南町千手堂（F‐STA２１＋１０）まで

　　 年 月 日

平成 ２４ ７ １８

平成 ２４ ７ １８

平成 ２４ ７ １８

平成 ２４ １２ １

平成 ２４ ７ １８

平成 ２４ ３ ２６

平成 ２３ １１ ２１

平成 ２３ １１ ２１



ラ - 6 千葉県長生郡長南町千手堂（G‐STA１２＋１１）から千葉県長生郡長南町千手堂（G‐STA２１＋００）まで

　　 年 月 日

市川南IC

ム - 1 千葉県市原市山小川（A‐STA２＋２５．４）から千葉県市原市山小川（A‐STA５＋４４．９）まで

　　 年 月 日

ム - 2 千葉県市原市山小川（B‐STA２＋２５．４）から千葉県市原市山小川（B‐STA６＋１１．９）まで

　　 年 月 日

ム - 3 千葉県市原市山小川（B‐STA６＋１１．９）から千葉県市原市山小川（B‐STA６＋４２）まで

　　 年 月 日

ム - 4 千葉県市原市山小川（B‐STA６＋４２）から千葉県市原市山小川（B‐STA７＋７２）まで

　　 年 月 日

ム - 5 千葉県市原市山小川（B‐STA７＋７２）から千葉県市原市山小川（B‐STA８＋３２．２）まで

　　 年 月 日

ム - 6 千葉県市原市山小川（C1‐STA０＋８．９）から千葉県市原市山小川（C1‐STA４＋１４．７）まで

　　 年 月 日

ム - 7 千葉県市原市山小川（C2‐STA４＋８．５）から千葉県市原市山小川（C2‐STA７＋８．６）まで

　　 年 月 日

平成 ２４ １２ １

平成 ２４ １２ １

１

平成 ２５ ２ １

平成 ２４ １２

平成 ２５ ２ １

平成 ２４ １２ １

平成 ２４ １２ １

平成 ２４ ７ １８



ム - 8 千葉県市原市山小川（C2‐STA７＋８．６）から千葉県市原市山小川（C2‐STA７＋３８．９）まで

　　 年 月 日

ム - 9 千葉県市原市山小川（C2‐STA７＋３８．９）から千葉県市原市山小川（C2‐STA７＋９１．９）まで

　　 年 月 日

ム - 10 千葉県市原市山小川（D‐STA４＋９．１）から千葉県市原市山小川（D‐STA８＋２６．５）まで

　　 平成 年 月 日

市川南IC　料金所部

ウ 千葉県市原市田尾（C1‐STA０＋８．９５）から千葉県市原市田尾（E‐STA０＋４１．０５）まで

　　 年 月 日

市川南IC　管理施設部

ノ 千葉県市原市田尾（C1‐STA０＋９５）から千葉県市原市田尾（E‐STA０＋６８）まで

　　 年 月 日

市川南IC　２９７号接道まで

オ 千葉県市原市田尾（E‐STA０＋４１．０５）から千葉県市原市田尾（E‐STA２＋３４）まで

　　 年 月 日

高滝湖PA　内回り休憩施設

ク - 1 千葉県市原市大和田から千葉県市原市大和田まで

年 月 日

平成 ２３ １１ ２１

平成 ２４ ３ ２６

平成 ２４ １１ １

平成 ２４ １２ １

平成 ２５ ２ １

平成 ２４ １２ １

２４ １２ １



高滝湖PA　外回り休憩施設

ク - 2 千葉県市原市大和田から千葉県市原市大和田まで

年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （高滝湖ＰＡ 内回り供用開始）

平成 年 月 日 （高滝湖ＰＡ 外回り供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）３０ ３ ３０

２５ ４ ２７

２５ ７ １２

２７ ８ １０

平成 ２６ １２ １１



別紙１－９８

一般国道１４号（京葉道路）（市川ＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１４号

（有料道路名　：　京葉道路）

（２）　工事の箇所

千葉県市川市稲荷木

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）  他の道路との接続位置及び接続の方法

市川インターチェンジ

他の道路の 接続の位置

稲荷木

接続の方法 備　　　考

路線名

県道市川浦安線 千葉県市川市 立体接続



（４）　工事予算

１，４８１ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１２ ７ ３

３０ ３ ３１



別紙１－９９

一般国道１４号（京葉道路）（市川ＰＡ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１４号

（有料道路名　：　京葉道路）

（２）　工事の箇所

千葉県市川市

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業



（４）　工事予算

１６，９５４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１２ ７ ３

３０ ３ ３１



別紙１－１０１

（神奈川県横浜市金沢区並木三丁目から神奈川県横浜市金沢区釜利谷町まで）に関する

一般国道１６号（横浜横須賀道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１６号

（有料道路名　：　横浜横須賀道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県横浜市金沢区並木三丁目 から

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

６車線化

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

８０

　摘　要

神奈川県横浜市
金沢区並木三丁目

神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

４．２

神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

神奈川県横浜市
金沢区並木三丁目

用地買収工事施工

６ 車線 車線６



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

左　側

往復分離しない区間

計計

構造による区分

２．５０×２

右　側

－

往復分離する区間

－－

－
トンネル部分

０．７５０．７５

橋梁高架部分

－１．７５×２

橋梁高架部分

（中小橋）

（長大橋） －３．５０

２．５０×２ ５．００

－

５．００

－ １．５０

－－ －



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

並木インターチェンジ

並木インターチェンジ

並木インターチェンジ

堀口能見台インターチェンジ

（４）　工事予算

１７３ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

神奈川県横浜市 立体接続

市道長浜第９９号

路線名

市道長浜第５６号

（首都高速道路湾岸線）

県道高速湾岸線 平面接続

金沢区並木三丁目

神奈川県横浜市

備　　　考接続の方法接続の位置他の道路の

金沢区能見台東

３１

神奈川県横浜市

金沢区並木三丁目

神奈川県横浜市

　３

　３ １２ １７

３３

金沢区並木三丁目

立体接続

立体接続

市道堀口第５３１号



別紙１－１０３

一般国道４７号（仙台北部道路）（利府JCT）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４７号

（有料道路名　：　仙台北部道路）

（２）　工事の箇所

宮城県多賀城市市川

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

利府町加瀬

利府ジャンクション

接続の方法 備　　　考他の道路の 接続の位置

路線名

一般国道４５号 宮城県宮城郡 立体接続



（４）　工事予算

１，３１０ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

２６ ７ １８

２８ １ １３

２８ ３ ２７

３０ ３ ３０平成 年 月 日 （残事業完成）３０ ３ ３０



別紙１－１０４

（千葉県東金市丹尾から千葉県山武市松尾町谷津まで）に関する

一般国道１２６号（千葉東金道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１２６号

（有料道路名　：　千葉東金道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県東金市丹尾 から

千葉県山武市松尾町谷津 まで

（ロ）　延　　　　長 １５．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４車線化事業

摘　　要

１００

千葉県東金市丹尾

千葉県山武市松尾町谷津

１５．７

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設　計　区　間 用地買収工事施工

４ 車線 車線

千葉県山武市松尾町谷津

４

千葉県東金市丹尾

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 - メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

３．７５

構造による区分

２．５０×２

－ －

２．５０ １．２５

計

土工（掘割）部分
５．００

左　側

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ －

摘 要
右　側

往復分離する区間

左　側計

往復分離しない区間

－
トンネル部分

－－

１．７５×２ －３．５０

－ －

橋梁高架部分

（長大橋） －－



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

東金ジャンクション

東金インターチェンジ

山武成東インターチェンジ

松尾横芝インターチェンジ

松尾横芝インターチェンジ

（４）　工事予算

１８，２３７ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

（東京湾横断・木更津東金道路）

３３

立体接続

（銚子連絡道路）

３ ３１

立体接続

立体接続

１２ ７ ３

県道成田松尾線 千葉県山武市松尾町谷津

備　　　考接続の方法接続の位置

一般国道４６８号

千葉県東金市山台

他の道路の

平面接続

一般国道１２６号 千葉県山武市松尾町谷津

路線名

千葉県山武市矢部

千葉県東金市丹尾

東金市道５１４６号線

立体接続

立体接続県道成東酒々井線



別紙１－１０６

一般国道１２７号（富津館山道路）（富山ＰＡ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１２７号

（有料道路名　：　富津館山道路）

（２）　工事の箇所

千葉県南房総市

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（４）　工事予算

９７６ 百万円（消費税込み）



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３３ ３ ３１

２平成 １４ ９



別紙１－１０７

一般国道４６６号（第三京浜道路）（野川ＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６６号

（有料道路名　：　第三京浜道路）

（２）　工事の箇所

神奈川県川崎市宮前区野川

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）  他の道路との接続位置及び接続の方法

野川インターチェンジ（仮称）立体接続

宮前区野川

路線名

市道尻手黒川線 神奈川県川崎市

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

１７，３５４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

６３ １ １

３３ ３ ３１



別紙１－１０８

（東京都西多摩郡日の出町平井から埼玉県鶴ヶ島市大字藤金まで）（改築）に関する

工事の内容

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の箇所

東京都西多摩郡日の出町平井 から

埼玉県鶴ヶ島市大字藤金 まで

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業



（４）　工事予算

１，６１６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

６１ １２ １

３５ ３ ３１



別紙１－１３０

東日本高速道路株式会社が管理する高速道路に係る

　高速道路利便増進事業に関する計画 (スマートＩＣ)に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

　（１）　工事予算

百万円（消費税込み）

　（２）　個別箇所に関する工事の内容

個別箇所に関する工事の内容は、下記のとおりとする。

ただし、工事予算については、（１）工事予算の内数である。

また、工事完成後は精算額としている。

３７，５１４

（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所

（ハ）工事方法 （ニ）
工事の着手及び完成の予定年月日 （ホ）

工事予算
（消費税込み）

備考

他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の
路線名

接続の位置 接続の方法
工事の着手

年月日
工事の完成
予定年月日路線名

接続 接続 法
年月日 予定年月日

上河内
SA

東北縦貫自動車道
弘前線

栃木県
佐野市
黒袴町

県道
佐野環状線

栃木県
佐野市

関川町及び
黒袴町

立体接続 平成21年9月11日

平成23年4月28日
　　　　　(供用開始）
平成31年3月30日

　　　　（残事業完成）

863百万円

東北縦貫自動車道
弘前線

栃木県
宇都宮市
今里町

県道
上河内
スマート

インター線

栃木県
宇都宮市
今里町

立体接続 平成21年9月11日

平成22年12月18日
　　　　　（供用開始）
平成24年3月28日

　　　　（残事業完成）

300百万円

佐野
SA



（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所

（ハ）工事方法 （ニ）
工事の着手及び完成の予定年月日 （ホ）

工事予算
（消費税込み）

備考

他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の
路線名

接続の位置 接続の方法
工事の着手

年月日
工事の完成
予定年月日

東北縦貫自動車道
弘前線

栃木県
那須郡
那須町
豊原丙

県道
那須高原
スマート

インター線

栃木県
那須郡
那須町
豊原丙

立体接続 平成21年9月11日

平成22年12月18日
　　　　　（供用開始）
平成24年3月28日

　　　　（残事業完成）

447百万円

東北横断自動車道
釜石秋田線

秋田県
大仙市
九升田

市道
赤坂強首線

秋田県
大仙市

強首及び
九升田

立体接続 平成21年9月11日

平成23年3月26日
　　　　　（供用開始）
平成24年3月28日

　　　　（残事業完成）

92百万円

東北横断自動車道
いわき新潟線

新潟県
新潟市

秋葉区福島

市道新津
１－９０号線

及び
市道新津

１－９１号線

新潟県
新潟市

秋葉区福島
立体接続 平成21年9月11日

平成23年12月17日
　　　　　（供用開始）
平成26年3月30日

　　　　（残事業完成）

1,271百万円

関越自動車道 埼玉県
市道３９７９号

路線及び
埼玉県

坂戸市塚崎 立体接続 平成21年9月11日

平成25年8月25日
（供用開始）

1 885百万円

本線
直結
型

本線
直結

那須
高原
SA

西仙北
SA

関越自動車道
新潟線

埼玉県
坂戸市塚崎

路線及び
市道６９１９号

路線

坂戸市塚崎
及び粟生田

立体接続 平成21年9月11日
　　　　（供用開始）
平成27年3月30日

　　　　（残事業完成）

1,885百万円

新潟県
三条市

福島新田
立体接続 平成21年9月11日

平成24年7月14日
　　　　　（供用開始）
平成26年3月30日

　　　　（残事業完成）

904百万円

本線
直結
型

常磐自動車道
茨城県
石岡市
正上内

市道
Ａ２４８５号線

茨城県
石岡市
正上内

立体接続 平成21年9月11日

平成23年3月24日
　　　　　（供用開始）
平成25年3月28日

　　　　（残事業完成）

2,772百万円
本線
直結
型

関越自動車道
新潟線

群馬県高崎
市上滝町

市道
Ｇ６８０号線

及び
市道

Ｇ６８１号線

群馬県高崎
市上滝町及
び佐波郡玉
村町上新田

立体接続 平成21年9月11日

栄PA北陸自動車道
新潟県
三条市

福島新田

市道岡野
新田１号線

及び
市道岡野

新田２号線

平成26年2月22日
　　　　　（供用開始）
平成27年3月30日

　　　　（残事業完成）

2,762百万円

直結
型



立体接続 平成24年5月1日 平成30年3月31日 1,194百万円

（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所

（ハ）工事方法 （ニ）
工事の着手及び完成の予定年月日 （ホ）

工事予算
（消費税込み）

備考

他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の
路線名

接続の位置 接続の方法
工事の着手

年月日
工事の完成
予定年月日

本線
直結

北陸自動車道
新潟県長岡
市上野町

市道上川西
398号線及び
市道上川西

399号線

新潟県長岡
市上野町及
び大荒戸町

立体接続 平成24年5月1日

寄居
ＰＡ

関越自動車道
新潟線

埼玉県児玉
郡上里町大

字五明

町道2480号
線及び

町道2087号
線

埼玉県児玉
郡上里町大

字五明
立体接続 平成24年5月1日

平成27年12月20日
　　　　　(供用開始）
平成29年3月30日

　　　　（残事業完成）

1,177百万円
上里
SA

関越自動車道
新潟線

埼玉県大里
郡寄居町用

土

深谷市道
岡2-570号

及び
寄居町道
A046号線

埼玉県深谷
市本郷及び
大里郡寄居

町用土

北陸自動車道
新潟県新潟
市江南区西

主要地方道
新潟港横越

新潟県新潟
市江南区西 立体接続 平成24年5月1日

平成28年3月26日
(供用開始）

3 416百万円

平成29年3月25日
　　　　（供用開始）
平成30年3月30日

　　　　（残事業完了）

2,420百万円
本線
直結
型

立体接続 平成25年7月1日 平成31年3月31日 1,634百万円

本線
直結
型

本線
直結
型

福島県郡山
市大槻町及
び片平町

1,749百万円

東北縦貫自動車道
弘前線

福島県郡山
市大槻町

市道中央イン
ター１号線及
び市道中央
インター２号

線

北海道縦貫自動車
道

函館名寄線

北海道砂川
市空知太

市道砂川ＳＡ
スマートイン

ター線

北海道砂川
市北光

立体接続 平成25年7月1日

平成27年8月8日
　　　　　(供用開始）
平成29年3月30日

　　　　（残事業完成）

432百万円
砂川
SA

東北縦貫自動車道
弘前線

岩手県奥州
市胆沢区小

山

市道附野下
笹森線及び
県道衣川水

沢線

岩手県奥州
市胆沢区小

山
立体接続 平成25年7月1日 平成30年3月31日

直結
型

北陸自動車道 市江南区西
野

新潟港横越
線

市江南区西
野

立体接続 平成24年5月1日
　　　　(供用開始）

平成29年3月30日
　　　　（残事業完成）

3,416百万円



他の道路との接続位置及び接続の方法

南相馬
鹿島
SA

備考

矢巾
PA

他の道路の
路線名

接続の方法
工事の着手

年月日
工事の完成
予定年月日

接続の位置

733百万円

（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所

（ハ）工事方法 （ニ）
工事の着手及び完成の予定年月日 （ホ）

工事予算
（消費税込み）

立体接続 平成30年3月31日
東北縦貫自動車道

弘前線

岩手県紫波
郡矢巾町大

字煙山

県道不動盛
岡線及び町
道堤川目線

岩手県柴波
郡矢巾町大
字上矢次及

び煙山

平成25年7月1日

常磐自動車道
宮城県亘理
郡山元町坂

常磐自動車道

福島県南相
馬市鹿島区
浮田字 木

沢

市道西１３８
号線

福島県南相
馬市鹿島区
浮田字 木

沢

立体接続

東北縦貫自動車道
弘前線

岩手県滝沢
市高屋敷平

村道茨島土
沢線

岩手県滝沢
市高屋敷平

立体接続 平成25年7月1日 平成31年3月31日 2,404百万円

町道坂元イン
宮城県亘理
郡山元町坂 立体接続 平成25年7月1日

平成29年4月1日
（供用開始）

2 773百万円
本線
直結

平成25年7月1日

平成27年2月21日
　　　　　(供用開始）
平成28年3月30日

　　　　（残事業完成）

286百万円

本線
直結
型

平成28年3月19日
　　　　　（供用開始）
平成30年3月30日

　　　　（残事業完成）

常磐自動車道 郡山元町坂
元字法羅

立体接続 平成25年7月1日 642百万円常磐自動車道
宮城県亘理
郡亘理町逢

隈高屋

町道亘理ス
マートイン

ター線

宮城県亘理
郡亘理町逢
隈高屋字新

谷地

町道坂元イン
ター線

郡山元町坂
元字上小山

立体接続 平成25年7月1日
　　　（供用開始）

平成30年3月30日
　　　　（残事業完了）

2,773百万円

市道飯野坂
杉ケ袋線

宮城県名取
市下増田耕
谷及び飯野
坂小揚場

立体接続 平成25年7月1日

平成29年3月18日
　　　　（供用開始）
平成30年3月30日
　　　（残事業完了）

2,409百万円
本線
直結
型

鳥の海
PA

一般国道６号
（仙台東部道路）

宮城県名取
市下増田耕

谷

直結
型

北関東自動車道
群馬県太田
市成塚町

市道太田成
塚北金井１０

９３号線

群馬県太田
市北金井町

立体接続 平成25年7月1日 平成30年3月31日 1,246百万円
太田
PA



本線
直結
型

一般国道４６８号
（東京湾横断・木更

津東金道路）

千葉県大網
白里市小中

市道０１-０３
２号線

千葉県大網
白里市小中

立体接続 平成25年7月1日 平成31年3月31日 1,723百万円

（ハ）工事方法 （ニ）
工事の着手及び完成の予定年月日 （ホ）

工事予算
（消費税込み）

備考

他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の
路線名

接続の位置 接続の方法
工事の着手

年月日
工事の完成
予定年月日

本線
直結
型

一般国道４６８号
（東京湾横断・木更

津東金道路）

千葉県茂原
市国府関

市道３級４２２
１号線

千葉県茂原
市国府関

立体接続 平成25年7月1日 平成32年3月31日 1,980百万円

（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所



別紙１－１４９

（長野県上水内郡信濃町大字野尻から新潟県上越市大字中屋敷まで）に関する

関越自動車道上越線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道上越線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 長野県上水内郡信濃町大字野尻 から

新潟県上越市大字中屋敷 まで

　

（ロ）　延　　　　長 ３７．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 　 　 　 　 　 　 　 　

から

まで

から

まで

設　計　区　間 摘　　要道路の区分

新潟県上越市中郷区二本木
第１種第２級 道路構造令

長野県上水内郡信濃町大字野尻
第１種第３級

新潟県上越市中郷区二本木
道路構造令

新潟県上越市大字中屋敷



（ロ）　設計速度

から

まで

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

４ 車線 ４

設計速度

長野県上水内郡信濃町大字野尻

新潟県上越市大字中屋敷

車線

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要設　計　区　間

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

長野県上水内郡信濃町大字野尻

新潟県上越市中郷区二本木
８０ １７．６

設　計　区　間 用地買収 　摘　要

新潟県上越市中郷区二本木
１００ １９．９

新潟県上越市大字中屋敷

工事施工

４車線化



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

から

まで

から

まで

（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

　

－

－

－

－

３．７５

１．７５ １．７５ １．２５ ３．００

２．５０ ２．５０ １．２５

３．７５

１．００ １．００ ２．００

－

－

－

土工（掘割）部分

トンネル部分

左　側

新潟県上越市
中郷区二本木

土工（掘割）部分
２．５０ ２．５０ ２．５０ １．２５

右　側

往復分離する区間往復分離しない区間

－ －

－

－－

１．７５

－

１．７５

－

－

－

計計左　側

設計区間 構造による区分
摘 要

橋梁高架部分

（中小橋）

長野県上水内郡
信濃町大字野尻

１．７５１．７５

橋梁高架部分

（長大橋）

新潟県上越市
中郷区二本木

１．２５１．２５

１．７５

新潟県上越市
大字中屋敷

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０

橋梁高架部分

（長大橋）

トンネル部分



（チ）　中央帯の標準幅員

から

まで

から

まで

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　 　

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み） 　

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

　

５

備　　　考接続の方法

－

接続の位置

新潟県上越市大字中屋敷 ４．５０メートル（橋梁部)

３１ ３ ３１

摘　　要

長野県上水内郡信濃町大字野尻
　

３．００メートル（土工部)

３．００メートル（橋梁部)新潟県上越市中郷区二本木

新潟県上越市中郷区二本木

６２，１４８

　

他の道路の

路線名

２４

－

１

－

設　計　区　間 幅　　員

４．５０メートル（土工部)



別紙１－１５０

（千葉県木更津市中烏田から千葉県富津市竹岡まで）に関する

東関東自動車道千葉富津線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道千葉富津線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県木更津市中烏田 から

千葉県富津市竹岡 まで

（ロ）　延　　　　長 ２０．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで
千葉県富津市竹岡

１００

千葉県木更津市中烏田

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

２０．７



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

構造による区分

千葉県富津市竹岡

往復分離しない区間

　摘　要用地買収

４車線化車線

千葉県木更津市中烏田

４ 車線 ４

摘 要
往復分離する区間

計右　側左　側計左　側

工事施工設　計　区　間

―

―３．５０ ―

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

（中小橋） ５．００

―
トンネル部分

２．５０×２

―

２．５０×２ ５．００

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ―

２．００

３．７５

―

１．００

２．５０

―

１．２５

１．００



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３ ３１

２４ ５ １

３１

路線名

－

２９，９６１

接続の位置他の道路の 備　　　考接続の方法

　

－ －



東関東自動車道水戸線 （潮来ＩＣ）（改築）に関する

工事の内容 

別紙１－１５１



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

茨城県潮来市福島

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

潮来インターチェンジ

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

立体接続

路線名

一般県道水戸神栖線 茨城県潮来市福島



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３

１

３１３７

４２３

１，２２３



東関東自動車道水戸線（鉾田IC）（改築）に関する

工事の内容 

別紙１－１５２



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

茨城県鉾田市秋山

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

鉾田インターチェンジ（仮称）

飯名

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

立体接続

路線名

県道鉾田茨城線 茨城県鉾田市



（４）　工事予算

１，４６９ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３

１

３１３７

４２３



別紙１－１５４

（埼玉県久喜市下早見から茨城県猿島郡五霞町大字江川まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県久喜市下早見 から

茨城県猿島郡五霞町大字江川 まで

（ロ）　延　　　　長 １２．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

設　計　区　間

埼玉県久喜市下早見

用地買収工事施工

２ 車線 車線

１００

茨城県猿島郡五霞町大字江川

　摘　要

４

埼玉県久喜市下早見

茨城県猿島郡五霞町大字江川

１２．７

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要設　計　区　間



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

- メートル （土工部）

- メートル （橋梁部）

－

構造による区分

-

計

－

左　側
摘 要

橋梁高架部分

－

右　側

－

橋梁高架部分

（中小橋） －

往復分離しない区間

計

往復分離する区間

－

左　側

－

－

－

土工（掘割）部分
-

－－ －

－ －

３．５０１．７５×２（長大橋）

－
トンネル部分

－



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

久喜白岡ジャンクション

幸手インターチェンジ

五霞インターチェンジ

（４）　工事予算

２５，４５２ 百万円（消費税込み）

備　　　考他の道路の 接続の方法

下早見

接続の位置

路線名

立体接続

立体接続都市計画道路 惣新田・幸手線

大字江川

東北縦貫自動車道 弘前線

埼玉県幸手市

一般国道４号 茨城県猿島郡五霞町 立体接続

埼玉県久喜市

大字平須賀



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 埼玉県久喜市下早見（STA274+95）から埼玉県幸手市大字上高野（STA331+83）まで

平成 年 月 日

ロ 埼玉県幸手市大字上高野（STA331+83）から埼玉県幸手市大字上高野（STA335+54）まで

平成 年 月 日

ハ 埼玉県幸手市大字上高野（STA335+54）から埼玉県幸手市大字上高野（STA339+04）まで

平成 年 月 日

二 埼玉県幸手市大字上高野（STA339+04）から埼玉県幸手市大字平須賀（STA357+16）まで

平成 年 月 日

ホ 埼玉県幸手市大字平須賀（STA357+16）から埼玉県幸手市大字平須賀（STA361+47）まで

平成 年 月 日

ヘ 埼玉県幸手市大字平須賀（STA361+47）から埼玉県幸手市大字平須賀（STA361+56）まで

平成 年 月 日

ト 埼玉県幸手市大字平須賀（STA361+56）から埼玉県幸手市大字木立（STA382+10）まで

平成 年 月 日

２６ ４ １

２６ １１

２６

２４ ７

２４

１５

１２６

１

１０

１３

４

１

７ １

１２５



チ 埼玉県幸手市大字木立（STA382+10）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA5+37）まで

平成 年 月 日

リ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA5+37）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA10+43）まで

平成 年 月 日

ヌ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA10+43）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA12+30）まで

平成 年 月 日

ル 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA12+30）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA14+31）まで

平成 年 月 日

ヲ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA14+31）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA15+01）まで

平成 年 月 日

ワ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA15+01)から茨城県猿島郡五霞町大字江川(STA16+91)まで

平成 年 月 日

幸手ＩＣ　ランプ部

カ 埼玉県幸手市大字平須賀(D-STA1+28)から埼玉県幸手市大字平須賀(H-STA0+64)まで

平成 年 月 日

ヨ 埼玉県幸手市大字平須賀(H-STA0+64)から埼玉県幸手市大字平須賀(H-STA1+10)まで

平成 年 月 日

８ １

２６ ４ １

２６ １２ ２

２６ １０ ３０

２６ １１ １３

２６ １０ ３０

２６

２６ ５ １

８ １２６



タ 埼玉県幸手市大字平須賀(A-STA1+06)から埼玉県幸手市大字平須賀(E-STA0+67)まで

平成 年 月 日

レ 埼玉県幸手市大字平須賀(E-STA0+67)から埼玉県幸手市大字平須賀(E-STA1+12)まで

平成 年 月 日

幸手ＩＣ　管理施設部

ソ 埼玉県幸手市大字平須賀（D-STA1+31)から埼玉県幸手市大字平須賀（H-STA0+56)まで

平成 年 月 日

五霞ＩＣ　ランプ部
ツ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（A-STA0+00)から茨城県猿島郡五霞町大字江川（A-STA0+12）まで

平成 年 月 日

ネ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（A-STA0+12）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（A-STA1+93）まで

平成 年 月 日

ナ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（B-STA1+86）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（B-STA3+68）まで

平成 年 月 日

ラ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（C-STA0+52）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（C-STA2+25）まで

平成 年 月 日

ム 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（D-STA1+79）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（D-STA4+50）まで

平成 年 月 日３０

２６ ５ １

２６ ８ １

２６ ４ １

２６ １０ ３０

２６ １２ ２

２６ １２ ２

２６ １１ １３

２６ １０



ウ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（E-STA0+00)から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（E-STA1+56）まで

平成 年 月 日

ノ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（F-STA1+58）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（F-STA4+10）まで

平成 年 月 日

オ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（G-STA1+00）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（G-STA4+12）まで

平成 年 月 日

ク 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（H-STA1+60）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（H-STA3+91）まで

平成 年 月 日

ヤ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（Ｉ-STA0+02）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA1+46）まで

平成 年 月 日

マ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA1+46）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA3+83）まで

平成 年 月 日

ケ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA3+83）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA6+80）まで

平成 年 月 日

フ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA6+80）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA7+37）まで

平成 年 月 日

コ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA7+37）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA8+78）まで

平成 年 月 日

２６ １２ ２

２６ １２ ２

２６ １１ ２６

２７ １ ２６

２７ １ ２６

２６ １１ １１

２６ １２ １６

２６ １２ ６

２６ １１ １８



エ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA8+78)から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA8+96）まで

平成 年 月 日

テ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA8+96）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA11+72）まで

平成 年 月 日

ア 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA11+72）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA11+88）まで

平成 年 月 日

サ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA11+88）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA14+15）まで

平成 年 月 日

五霞ＩＣ　料金所部

キ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA5+65）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA6+30）まで

平成 年 月 日

１１ １３

２７ ２ １

２６ １２ ６

２６ ５ １

２６ １２ ６

２６



　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （五霞インターチェンジ増設レーン供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）３０ ３ ３０

２７ １０ ３１

２７ ３ ２９



別紙１－１５５

（茨城県猿島郡五霞町大字江川から茨城県つくば市新井まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県猿島郡五霞町大字江川 から

茨城県つくば市新井 まで

（ロ）　延　　　　長 ３５．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

設　計　区　間 摘　　要

３５．４

茨城県つくば市新井

１００

茨城県猿島郡五霞町大字江川

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度

から

まで

２ 車線

茨城県猿島郡五霞町大字江川

用地買収 　摘　要設　計　区　間 工事施工

車線

茨城県つくば市新井

４



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５ メートル

－

３．５０

－

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ －

－（中小橋）

３．５０

－ －１．７５×２

橋梁高架部分

計

トンネル部分
－ －

左　側 計 右　側

土工（掘割）部分

往復分離しない区間
摘 要

１．７５×２

－ －

３．５０

往復分離する区間

－

－

－

構造による区分

－

左　側

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

五霞インターチェンジ

境古河インターチェンジ

坂東インターチェンジ

常総インターチェンジ

つくば中央インターチェンジ県道 取手つくば線

柳橋

立体接続

一般国道２９４号 茨城県常総市 立体接続

三坂新田町

茨城県つくば市

一般国道４号 茨城県猿島郡

接続の位置

立体接続

五霞町大字江川

一般国道３５４号 茨城県猿島郡 立体接続

冨田

主要地方道 結城岩井線 立体接続茨城県坂東市

境町大字蛇池

他の道路の 備　　　考接続の方法

路線名

（４）　工事予算

４１，５３３ 百万円（消費税込み）



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA16+91）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA17+13）まで

平成 年 月 日

ロ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA17+13）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA19+34）まで

平成 年 月 日

ハ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA19+34）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA23+00）まで

平成 年 月 日

ニ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA23+00）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA26+60）まで

２６ １１ １１

２６ １０ ３０

２６ １１ １１

平成 年 月 日

ホ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA26+60）から茨城県猿島郡五霞町大字山王山（STA30+20）まで

平成 年 月 日

ヘ 茨城県猿島郡五霞町大字山王山（STA30+20）から茨城県猿島郡五霞町大字小福田（STA37+30）まで

平成 年 月 日

ト 茨城県猿島郡五霞町大字小福田（STA37+30）から茨城県猿島郡五霞町大字大福田（STA41+90）まで

平成 年 月 日

１２ ２

２６ １２ １１

２４ ９ １

２６

１１ １２６



チ 茨城県猿島郡五霞町大字大福田（STA41+90）から茨城県猿島郡境町大字塚崎（STA50+25）まで

平成 年 月 日

リ 茨城県猿島郡境町大字塚崎（STA50+25）から茨城県猿島郡境町大字長井戸（STA79+72）まで

平成 年 月 日

ヌ 茨城県猿島郡境町大字長井戸（STA79+72）から茨城県猿島郡境町大字長井戸（STA80+40）まで

平成 年 月 日

ル 茨城県猿島郡境町大字長井戸（STA80+40）から茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA88+80）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 1 - 1 茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA88+80）から茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA92+00）まで

平成 年 月 日

２６ ９ １

２４ ９ １

２５ １

２４ ９ １

２８

２

８ １

ヲ - 1 - 1 - 2 茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA92+00）から茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA93+23）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 1 - 3 茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA93+23）から茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA99+00）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 1 - 4 茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA99+00）から茨城県猿島郡境町山崎（STA111+28）まで

平成 年 月 日

２８ ３ １

２８ １ １

２８ ８ １



ヲ - 1 - 2 茨城県猿島郡境町山崎（STA111+28）から茨城県猿島郡境町山崎（STA120+00）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 3 - 1 茨城県猿島郡境町山崎（STA120+00）から茨城県坂東市菅谷（STA129+03）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 3 - 2 茨城県坂東市菅谷（STA129+03）から茨城県坂東市生子（STA140+00）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 3 - 3 茨城県坂東市生子（STA140+00）から茨城県坂東市生子（STA156+60）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 4 茨城県坂東市生子（STA156+60）から茨城県坂東市半谷（STA159+11）まで

平成 年 月 日

１２８ １

２８ ２ １

２８ ２ １

２８ ３ １

２８ ８ １

ヲ - 1 - 5 - 1 茨城県坂東市半谷（STA159+11）から茨城県坂東市冨田（STA162+80）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 5 - 2 茨城県坂東市冨田（STA162+80）から茨城県坂東市冨田（STA167+90）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 5 - 3 茨城県坂東市冨田（STA167+90）から茨城県坂東市冨田（STA172+45）まで

平成 年 月 日１

２８ ８ １

２８ ６ １

２８ ４



ヲ - 2 茨城県坂東市冨田（STA172+45）から茨城県坂東市弓田（STA181+17）まで

平成 年 月 日

ヲ - 3 - 1 茨城県坂東市弓田（STA181+17）から茨城県坂東市弓田（STA182+22）まで

平成 年 月 日

ヲ - 3 - 2 茨城県坂東市弓田（STA182+22）から茨城県坂東市弓田（STA208+20）まで

平成 年 月 日

ヲ - 4 茨城県坂東市弓田（STA208+20）から茨城県常総市大生郷町（STA231+73）まで

平成 年 月 日

ヲ - 5 茨城県常総市大生郷町（STA231+73）から茨城県常総市花島町（STA251+16）まで

平成 年 月 日

２８ ４ １

２８ ６

２８ ８

２８ ５ １

２８ ８ １

１

１

ヲ - 6 茨城県常総市花島町（STA251+16）から茨城県常総市三坂町（STA266+19）まで

平成 年 月 日

ヲ - 7 茨城県常総市三坂町（STA266+19）から茨城県常総市三坂町（STA269+17）まで

平成 年 月 日

ヲ - 8 茨城県常総市三坂町（STA269+17）から茨城県つくば市高良田元上新田（STA292+93）まで

平成 年 月 日２８ １

２８

５

５ １

２８ ９ １



ヲ - 9 茨城県つくば市高良田元上新田（STA292+93）から茨城県つくば市高須賀（STA298+71）まで

平成 年 月 日

ヲ - 10 茨城県つくば市高須賀（STA298+71））から茨城県つくば市高須賀（STA302+38）まで

平成 年 月 日

ヲ - 11 茨城県つくば市高須賀（STA302+38）から茨城県つくば市高須賀（STA311+00）まで

平成 年 月 日

ヲ - 12 茨城県つくば市高須賀（STA311+00）から茨城県つくば市島名（STA343+77）まで

平成 年 月 日

ヲ - 13 茨城県つくば市島名（STA343+77）から茨城県つくば市平（STA352+40）まで

平成 年 月 日

１

２８ ８ ８

２８ ８ ８

２８

２８ ５ １

６ １

２８ ４

ヲ - 14 茨城県つくば市平（STA352+40）から茨城県つくば市大白硲（STA354+00）まで

平成 年 月 日

ヲ - 15 茨城県つくば市大白硲（STA354+00）から茨城県つくば市柳橋（STA367+47）まで

平成 年 月 日

ヲ - 16 茨城県つくば市柳橋（STA367+47）から茨城県つくば市新井（STA371+21）まで

平成 年 月 日８ ８

２８ ８ ８

２８

２８ ４ １



坂東ＩＣ ランプ部

ワ - 1 茨城県坂東市冨田（C-STA1+00）から茨城県坂東市冨田（E-STA0+35）まで

平成 年 月 日

ワ - 2 茨城県坂東市冨田（A-STA1+00）から茨城県坂東市冨田（A-STA4+02）まで

平成 年 月 日

ワ - 3 茨城県坂東市冨田（B-STA1+00）から茨城県坂東市弓田（B-STA4+64）まで

平成 年 月 日

ワ - 4 茨城県坂東市冨田（C-STA1+00）から茨城県坂東市冨田（C-STA6+04）まで

平成 年 月 日

ワ - 5 茨城県坂東市冨田（D-STA1+00）から茨城県坂東市冨田（D-STA8+23）まで

２７

２８

２８ ４ １

７ １０

１４

２８ ４ １

平成 年 月 日

常総ＩＣ　ランプ部

カ - 1 茨城県常総市三坂町（A-STA0+55）から茨城県常総市三坂町（E-STA0+25）まで

平成 年 月 日

カ - 2 茨城県常総市三坂町（A-STA0+55）から茨城県常総市三坂町（A-STA1+00）まで

平成 年 月 日

２８ ４ １

２７ ７ １

２８ ３ １



常総ＩＣ　ランプ部

カ - 3 茨城県常総市三坂町（A-STA6+35）から茨城県常総市三坂町（A-STA6+90）まで

平成 年 月 日

カ - 4 茨城県常総市三坂町（B-STA6+92）から茨城県常総市三坂新田町（B-STA8+12）まで

平成 年 月 日

カ - 5 茨城県常総市三坂町（D-STA2+40）から茨城県常総市三坂町（D-STA5+68）まで

平成 年 月 日

カ - 6 茨城県常総市三坂町（A-STA0+77）から茨城県常総市三坂町（A-STA6+35）まで

平成 年 月 日

カ - 7 茨城県常総市三坂町（B-STA1+00）から茨城県常総市三坂町（B-STA6+92）まで

２８ ９ １

２８ ５ １

２８ ５ １

２８ ５ １

平成 年 月 日

カ - 8 茨城県常総市三坂町（C-STA0+77）から茨城県常総市三坂町（C-STA4+31）まで

平成 年 月 日

カ - 9 茨城県常総市三坂町（D-STA1+00）から茨城県常総市三坂町（D-STA2+40）まで

平成 年 月 日

２８ ９ １

２８ ９ １

２８ ９ １



つくば中央ＩＣ

ヨ - 1 茨城県つくば市新井（A-STA0+85）から茨城県つくば市新井（A-STA3+55）まで

平成 年 月 日

ヨ - 2 茨城県つくば市新井（D-STA1+50）から茨城県つくば市柳橋（D-STA7+79）まで

平成 年 月 日

・なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （五霞～境古河　供用開始）

平成 年 月 日 （境古河～つくば中央　供用開始）２９ ２ ２６

２８ ８ ８

２８ ８

２７ ３ ２９

８

平成 年 月 日 （残事業完成）３５ ３ ３０



別紙１－１５６

（茨城県稲敷市沼田から千葉県成田市吉岡まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県稲敷市沼田 から

千葉県成田市吉岡 まで

（ロ） 延 長 ２０ ３ キロメートル（ロ）　延 　　　長 ２０．３ キロメ トル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

１００

茨城県稲敷市沼田

千葉県成田市吉岡

２０．３

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

から

まで

　摘　要用地買収工事施工設　計　区　間

千葉県成田市吉岡

４

茨城県稲敷市沼田

２ 車線 車線



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ） 付加車線の標準幅員 ３ ５ メートル

－ －

構造による区分 往復分離する区間

左　側左　側 計
摘 要

計

－
トンネル部分

往復分離しない区間

土工（掘割）部分

１．７５×２

右　側

３．５０

２．３０×１ ２．３０ － － －

稲敷～神崎

神崎～大栄

神崎～大栄２．５０２．５０×１

（長大橋） ３．５

－－３．５

－－

１．７５×２

１．７５×２

－

－

橋梁高架部分

－

－

（中小橋）

橋梁高架部分

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５ メ トル

（リ）　中央帯の標準幅員

- メートル （土工部）

- メートル （橋梁部）



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

稲敷インターチェンジ

稲敷東インターチェンジ

神崎インターチェンジ

下総インターチェンジ

大栄ジャンクション

茨城県稲敷市

千葉県香取郡

県道 江戸崎下総線

神崎町大字松崎

立体接続

沼田

立体接続

千葉県成田市

備　　　考

主要地方道 成田下総線

一般国道３５６号

立体接続

青山

東関東自動車道 水戸線

路線名

接続の位置他の道路の 接続の方法

茨城県稲敷市

立体接続

主要地方道 江戸崎新利根線

千葉県成田市

桑山

立体接続

吉岡

（４）　工事予算

１８，９３９ 百万円（消費税込み）



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ - 1 茨城県稲敷市沼田（STA195+40）から茨城県稲敷市沼田（STA203+05）まで

平成 年 月 日

イ - 2 茨城県稲敷市沼田（STA203+05）から茨城県稲敷市沼田（STA205+45）まで

平成 年 月 日

イ - 3 茨城県稲敷市沼田（STA205+45）から茨城県稲敷市沼田（STA208+55）まで

平成 年 月 日

イ - 4 茨城県稲敷市沼田（STA208+55）から茨城県稲敷市沼田（STA209+75）まで

２５ ７ １

２５ ４ １

２５ １０ １

イ 4 茨城県稲敷市沼田（STA208+55）から茨城県稲敷市沼田（STA209+75）まで

平成 年 月 日

イ - 5 茨城県稲敷市沼田（STA209+75）から茨城県稲敷市沼田（STA210+75）まで

平成 年 月 日

イ - 6 茨城県稲敷市沼田（STA210+75）から茨城県稲敷市江戸崎（STA211+95）まで

平成 年 月 日

イ - 7 茨城県稲敷市江戸崎（STA211+95）から茨城県稲敷市江戸崎（STA213+20）まで

平成 年 月 日

２５ ８ １

２６ ３

２５ ８ １

１

２５ １０ １



イ - 8 茨城県稲敷市江戸崎（STA213+20）から茨城県稲敷市江戸崎（STA220+74）まで

平成 年 月 日

イ - 9 茨城県稲敷市江戸崎（STA220+74）から茨城県稲敷市江戸崎（STA225+65）まで

平成 年 月 日

イ - 10 茨城県稲敷市江戸崎（STA225+65）から茨城県稲敷市駒塚（STA233+35）まで

平成 年 月 日

ロ - 1 茨城県稲敷市駒塚（STA233+35）から茨城県稲敷市駒塚（STA233+85）まで

平成 年 月 日

ロ - 2 茨城県稲敷市駒塚（STA233+85）から茨城県稲敷市駒塚（STA236+00）まで

平成 年 月 日

１

２５ ４ １

２５ １１ １

２５ ８ １

２５ ７

３ １２６

ロ - 3 茨城県稲敷市駒塚（STA236+00）から茨城県稲敷市椎塚（STA237+82）まで

平成 年 月 日

ロ - 4 茨城県稲敷市椎塚（STA237+82）から茨城県稲敷市椎塚（STA242+85）まで

平成 年 月 日

ロ - 5 茨城県稲敷市椎塚（STA242+85）から茨城県稲敷市清水（STA247+10）まで

平成 年 月 日

ロ - 6 茨城県稲敷市清水（STA247+10）から茨城県稲敷市清水（STA248+89）まで

平成 年 月 日

２５

２５ １０ １

２６ ３ １

９ １

２５ １１ １



ロ - 7 茨城県稲敷市清水（STA248+89）から茨城県稲敷市清水（STA252+90）まで

平成 年 月 日

ハ - 1 茨城県稲敷市清水（STA252+90）から茨城県稲敷市清水（STA265+45）まで

平成 年 月 日

ハ - 2 茨城県稲敷市清水（STA265+45）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA4+65）まで

平成 年 月 日

二 - 3 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA4+65）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA7+80）まで

平成 年 月 日

二 - 4 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA7+80）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA12+60）まで

平成 年 月 日

１

２５ １０ １

２５ １０ １

２５ ４ １

２５ １１

２６ ７ １７

二 - 5 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA12+60）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA13+24）まで

平成 年 月 日

ホ - 1 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA13+24）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA13+55）まで

平成 年 月 日

ホ - 2 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA13+55）から千葉県成田市高（STA17+20）まで

平成 年 月 日

ホ - 3 千葉県成田市高（STA17+20）から千葉県成田市高（STA17+80）まで

平成 年 月 日２６ １０ １

２６ ８ １

２６ ９ １

２６ ８ １



ホ - 4 千葉県成田市高（STA17+80）から千葉県成田市高（STA19+40）まで

平成 年 月 日

ホ - 5 千葉県成田市高（STA19+40）から千葉県成田市高（STA19+64）まで

平成 年 月 日

ホ - 6 千葉県成田市高（STA19+64）から千葉県成田市高（STA20+24）まで

平成 年 月 日

ホ - 7 千葉県成田市高（STA20+24）から千葉県成田市高（STA21+46）まで

平成 年 月 日

ホ - 8 千葉県成田市高（STA21+46）から千葉県成田市高（STA22+02）まで

平成 年 月 日

２６ ９ １

２６ ８ １８

２６ ９ １

２６ １１ １０

２６ ８ １

ホ - 9 千葉県成田市高（STA22+02）から千葉県成田市名木（STA24+35）まで

平成 年 月 日

ホ - 10 千葉県成田市名木（STA24+35）から千葉県成田市名木（STA27+80）まで

平成 年 月 日

ホ - 11 千葉県成田市名木（STA27+80）から千葉県成田市名木（STA31+20）まで

平成 年 月 日

ホ - 12 千葉県成田市名木（STA31+20）から千葉県成田市名木（STA32+10）まで

平成 年 月 日

９２６ １５

２６ １１ ２０

２６ １２ １

２６ １０ １



ホ - 13 千葉県成田市名木（STA32+10）から千葉県成田市名木（STA35+50）まで

平成 年 月 日

ホ - 14 千葉県成田市名木（STA35+50）から千葉県成田市名木（STA37+60）まで

平成 年 月 日

ホ - 15 千葉県成田市名木（STA37+60）から千葉県成田市名木（STA39+00）まで

平成 年 月 日

ホ - 16 千葉県成田市名木（STA39+00）から千葉県成田市名木（STA41+83）まで

平成 年 月 日

ホ - 17 千葉県成田市名木（STA41+83）から千葉県成田市名木（STA45+40）まで

平成 年 月 日

２６ １２ １

２６ ９ １

２６ １１ １０

２６ ９ １

２６ １１ ２０

ヘ - 1 千葉県成田市名木（STA45+40）から千葉県成田市倉水（STA59+20）まで

平成 年 月 日

ヘ - 2 千葉県成田市倉水（STA59+20）から千葉県成田市稲荷山（STA60+40）まで

平成 年 月 日

ヘ - 3 千葉県成田市稲荷山（STA60+40）から千葉県成田市稲荷山（STA63+00）まで

平成 年 月 日

ヘ - 4 千葉県成田市稲荷山（STA60+40）から千葉県成田市成井（STA63+80）まで

平成 年 月 日

２６ ９ １

２６ １２ １

２６ １１ １０

２６ １０ １



ヘ - 5 千葉県成田市成井（STA63+80）から千葉県成田市成井（STA66+20）まで

平成 年 月 日

ヘ - 6 千葉県成田市成井（STA66+20）から千葉県成田市成井（STA67+45）まで

平成 年 月 日

ヘ - 7 千葉県成田市成井（STA67+45）から千葉県成田市成井（STA68+20）まで

平成 年 月 日

ヘ - 8 千葉県成田市成井（STA68+20）から千葉県成田市成井（STA71+40）まで

平成 年 月 日

ヘ - 9 千葉県成田市成井（STA71+40）から千葉県成田市成井（STA73+46）まで

平成 年 月 日

１

２６ ８ １

２６ ７ １７

２６ １１ ２０

２６ １２ １０

２６ ９

ヘ - 10 千葉県成田市成井（STA73+46）から千葉県成田市芝（STA76+52）まで

平成 年 月 日

ヘ - 11 千葉県成田市芝（STA76+52）から千葉県成田市芝（STA87+77）まで

平成 年 月 日

ヘ - 12 千葉県成田市芝（STA87+77）から千葉県成田市芝（STA92+20）まで

平成 年 月 日

ヘ - 13 千葉県成田市芝（STA92+20）から千葉県成田市吉岡（STA101+68）まで

平成 年 月 日

２６ ７ １７

２６ ８ １８

２６ ７ １７

２６ ８ １８



ヘ - 14 千葉県成田市吉岡（STA101+68）から千葉県成田市吉岡（STA102+95）まで

平成 年 月 日

ト 千葉県成田市吉岡（STA102+95）から千葉県成田市吉岡（STA106+70）まで

平成 年 月 日

稲敷東ＩＣ

ハ 茨城県稲敷市清水（A‐STA0＋85）から茨城県稲敷市清水（E‐STA0＋55）まで

神崎ＩＣ

ニ - 1 千葉県香取郡神崎町大字松崎（C‐STA2＋22）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（E‐STA0＋50）まで

平成 年 月 日

ニ - 2 千葉県香取郡神崎町大字松崎（E‐STA0＋50）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（E‐STA3＋25）まで

平成 年 月 日２５ １０ １

２６ ９ １５

２６ １１ ２０

２５ １ ２１

平成 年 月 日

ニ - 3 千葉県香取郡神崎町大字松崎（B‐STA2+22）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（B‐STA7+06）まで

平成 年 月 日

ニ - 4 千葉県香取郡神崎町大字松崎（C1‐STA2+22）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（C1‐STA4+58）まで

平成 年 月 日

ニ - 5 千葉県香取郡神崎町大字松崎（C2‐STA0+0）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（C2‐STA3+20）まで

平成 年 月 日

ニ - 6 千葉県香取郡神崎町大字松崎（D‐STA0+0）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（D‐STA2+0）まで

平成 年 月 日

２６ ７ １７

２６ ９ １

２５ １０ １

２６ ７ １７

２６ ７ １７



下総ＩＣ

ヘ - 1 千葉県成田市青山（C1‐STA0+50）から千葉県成田市青山（E‐STA0+71）まで

平成 年 月 日

ヘ - 2 千葉県成田市青山（C1‐STA0+50）から千葉県成田市青山（C1‐STA1+91）まで

平成 年 月 日

ヘ - 3 千葉県成田市青山（A‐STA0+50）から千葉県成田市名木（A‐STA4+25）まで

平成 年 月 日

ヘ - 4 千葉県成田市青山（B‐STA0+50）から千葉県成田市名木（B‐STA4+96）まで

平成 年 月 日

ヘ - 5 千葉県成田市青山（C2‐STA1+91）から千葉県成田市名木（C2‐STA4+97）まで

平成 年 月 日

２６ ９ １

２６ ９ １

２６ ９ １

２６ ９ １

２６ ７ １７

平成 年 月 日

ヘ - 6 千葉県成田市青山（D‐STA1+91）から千葉県成田市名木（D‐STA5+86）まで

平成 年 月 日

ヘ - 7 千葉県成田市青山（E‐STA0+71）から千葉県成田市名木（E‐STA1+91）まで

平成 年 月 日

２６ ９ １

２６ ９ １

２７ １ １



大栄ＪＣＴ

ト - 1 千葉県成田市吉岡（B‐STA2+10）から千葉県成田市吉岡（B‐STA9+53）まで

平成 年 月 日

ト - 2 千葉県成田市吉岡（H‐STA2+10）から千葉県成田市吉岡（H‐STA7+48）まで

平成 年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （稲敷ＩＣ～神崎ＩＣ　供用開始）

平成 年 月 日 （神崎ＩＣ～大栄ＪＣＴ　供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

２６ ４ １２

２７ ６ ７

１２ １２６

２６ １２ １

３０ ３ ３１平成 年 月 日 （残事業完成）３０ ３ ３１



別紙１－１５７

（東京都三鷹市北野から東京都練馬区大泉町まで）に関する

関越自動車道新潟線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 東京都三鷹市北野 から

東京都練馬区大泉町 まで

（ロ）　延　　　　長 ９．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 直轄事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 ２ 種 第 １ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．２５ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

工事施工 用地買収

東京都練馬区大泉町

設　計　区　間

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要設　計　区　間

８０

　摘　要

東京都三鷹市北野

東京都練馬区大泉町

９．８

６

東京都三鷹市北野

６ 車線 車線



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

- メートル （土工部）

- メートル （橋梁部）

－（長大橋）

－

－

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

（中小橋）

橋梁高架部分

－

２．５０

－

－

－

トンネル部分

計左　側

０．７５

左　側

－

往復分離する区間
摘 要

計

０．７５

構造による区分

－

３．２５

３．２５

－

往復分離しない区間

右　側

－ ２．５０－

－－



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

中央ジャンクション（仮称）

本線

東八道路インターチェンジ（仮称）

青梅街道インターチェンジ（仮称）

目白通りインターチェンジ（仮称）

本線

大泉ジャンクション

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

東京都三鷹市牟礼

関越自動車道新潟線 東京都練馬区大泉町

４７６，４０１

都道東京所沢線

都道練馬所沢線

接続の位置

路線名

東北縦貫自動車道弘前線

東京都練馬区関町南

中央自動車道富士吉田線

立体接続

立体接続東京都三鷹市北野

立体接続

他の道路の 接続の方法

都道新宿国立線

平面接続

備　　　考

立体接続

立体接続

東京都練馬区大泉町 平面接続

東京都練馬区東大泉



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 東京都三鷹市北野(STA.63+36)から東京都練馬区石神井台(STA.137+10)まで

平成 年 月 日

ロ 東京都練馬区石神井台(STA.137+10)から東京都練馬区石神井町(STA.149+40)まで

平成 年 月 日

ハ 東京都練馬区石神井町(STA.149+40)から東京都練馬区大泉町(STA.159+15)まで

平成 年 月 日

ニ 東京都練馬区大泉町(STA.159+15)から東京都練馬区大泉町(STA.160+89)まで

平成 年 月 日

　・　なお、直轄事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が直轄事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１１

３ ３１

２９

１

２６ ９

３３

２９ １０ １

１０ １

６２９



別紙１－１５８

（宮城県仙台市宮城野区中野から宮城県宮城郡利府町春日まで）に関する

一般国道４５号（三陸縦貫自動車道（仙塩道路））

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４５号

（有料道路名　：　三陸縦貫自動車道（仙塩道路））

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 宮城県仙台市宮城野区中野 から

宮城県宮城郡利府町春日 まで

（ロ）　延　　　　長 ７．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

７．８

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

１００

宮城県仙台市宮城野区中野

宮城県宮城郡利府町春日

摘　　要設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度 延　　長

から

まで

設　計　区　間

４車線化４

　摘　要用地買収工事施工

宮城県仙台市宮城野区中野

４ 車線 車線

宮城県宮城郡利府町春日



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

－

左　側

－

― ―

計

５．００

摘 要
右　側

往復分離する区間

左　側計

構造による区分 往復分離しない区間

橋梁高架部分

（中小橋）

２．５０×２

－
トンネル部分

－－

―

橋梁高架部分

（長大橋） －１．７５×２

－ －

－３．５０

－

土工（掘割）部分

－ －

－

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

備　　　考

立体接続宮城県多賀城市南宮

接続の方法

路線名

主要地方道泉塩釜線

他の道路の 接続の位置

多賀城インターチェンジ

２，７４３

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

宮城県仙台市宮城野区中野（No41+10.00）　から　宮城県多賀城市市川多賀前（No159+1.00）　まで

平成 年 月 日

宮城県多賀城市市川多賀前（No159+1.00）　から　宮城県多賀城市南宮八幡（No168+0.00）　まで

平成 年 月 日

宮城県多賀城市南宮八幡（No168+0.00）　から　宮城県多賀城市南宮八幡（No180+18.00）　まで

平成 年 月 日

１

２７ ４ １７

ロ－２

２７ ７ １

イ

ロ－１

２７ ９



宮城県多賀城市南宮八幡（No180+18.00）　から　宮城県多賀城市市川中谷地（No214+3.60）　まで

平成 年 月 日

宮城県多賀城市市川中谷地（No214+3.60）　から　宮城県宮城郡利府町春日（No16+4.64）　まで

平成 年 月 日

宮城県多賀城市南宮八幡（No.A 21+15.10）　から　宮城県多賀城市南宮八幡（No.A 29+6.10）　まで

平成 年 月 日

宮城県多賀城市南宮八幡（No.B 26+5.46）　から　宮城県多賀城市南宮八幡（No.B 33+11.46）　まで

平成 年 月 日

宮城県多賀城市南宮八幡（No.C 14+15.10）　から　宮城県多賀城市南宮八幡（No.C 21+17.10）　まで

平成 年 月 日２７ ５ １

２７ ４ １７

ホ

２７ ９ １

ヘ

ト

２７ ８ １

ハ

ニ

９ １２７

宮城県多賀城市南宮八幡（No.D 16+5.98）　から　宮城県多賀城市南宮八幡（No.D 20+17.98）　まで

平成 年 月 日

宮城県多賀城市南宮八幡　から　宮城県多賀城市南宮八幡　まで　（ランプ土工部）

平成 年 月 日

宮城県多賀城市南宮八幡　から　宮城県多賀城市南宮八幡　まで　（料金所部）

平成 年 月 日

・なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

チ

１０ １

リ

２７ １２ １０

２７

ヌ

２７ ５ １



②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

２８ １ １３

２８ ３ ２７

３０ ３ ３０



北関東自動車道 （太田ＰＡ）に関する

工事の内容

別紙１－１５９



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の箇所

群馬県太田市

（３）　工事予算

４，５８４ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２５ ７ １

３０ ３ ３１



別紙１－１６１

（神奈川県横浜市栄区田谷町から神奈川県藤沢市城南二丁目まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名 一般国道４６８号

（有料道路名 ： 首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県横浜市栄区田谷町 から

神奈川県藤沢市城南二丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 ７．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ハ）　設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間

８０

神奈川県横浜市栄区田谷町

神奈川県藤沢市城南二丁目

７．３

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（二）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（長大橋）

－

３．５０１．７５×２ － － －

－

－

橋梁高架部分

（中小橋）

橋梁高架部分

－

－

左　側

０．７５

左　側

２．５×２

２．５０－

土工（掘割）部分

－

用地買収工事施工 　摘　要設　計　区　間

車線

－

トンネル部分

構造による区分 往復分離する区間

神奈川県藤沢市城南二丁目

４

右　側

神奈川県横浜市栄区田谷町

摘 要
計

－

－ ３．２５

往復分離しない区間

計

５．００

４ 車線



（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

栄インター・ジャンクション（仮称）

藤沢インターチェンジ

藤沢インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

接続の位置

路線名

一般国道１号（新湘南バイパス）

１４，６４５

神奈川県藤沢市城南二丁目

他の道路の 接続の方法 備　　　考

立体接続神奈川県横浜市栄区田谷町

立体接続

一般国道４６８号（横浜横須賀道路）

及び都市計画道路横浜藤沢線

一般国道１号 神奈川県藤沢市城南二丁目

平面接続



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 神奈川県横浜市栄区田谷町(STA.００+７３)から神奈川県藤沢市城南一丁目(STA.７４+０５)まで

平成 年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手（予定）年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける（予定）年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

４ １

３ ３１

３１

３３



別紙１－１６２

（千葉県成田市吉岡から千葉県山武市松尾町谷津まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名 一般国道４６８号

（有料道路名 ： 首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県成田市吉岡 から

千葉県山武市松尾町谷津 まで

（ロ）　延　　　　長 １８．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ハ）　設計速度

から

まで

１００

千葉県成田市吉岡

千葉県山武市松尾町谷津

１８．５

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（二）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（へ）　車線数

から

まで

（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

摘 要
計

－

２．００ －

往復分離しない区間

－ －３．５０１．７５×２ －

２ 車線 車線

千葉県山武市松尾町谷津

左　側

－

－

橋梁高架部分

（中小橋）

４

右　側

千葉県成田市吉岡

構造による区分 往復分離する区間

３．２５

３．５０

－

左　側

１．７５×２

－１．００×２

計

土工（掘割）部分
－

トンネル部分

０．７５

橋梁高架部分

－

（長大橋）

２．５０

　摘　要用地買収工事施工設　計　区　間



（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

大栄ジャンクション

（主）成田小見川鹿島港線

インターチェンジ（仮称）

国道２９６号インターチェンジ（仮称）

松尾横芝インターチェンジ

松尾横芝インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

多古町喜多

一般国道１２６号（銚子連絡道路）

一般国道２９６号 立体接続

川上

平面接続

立体接続

千葉県香取郡

備　　　考

吉岡

立体接続

立体接続

東関東自動車道水戸線

県道成田小見川鹿島港線

接続の方法接続の位置

路線名

千葉県成田市

千葉県成田市

他の道路の

１３，７１８

千葉県山武市

一般国道１２６号（千葉東金道路） 千葉県山武市

松尾町谷津

及び県道成田松尾線 松尾町谷津



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 千葉県成田市吉岡(STA.０+００)から千葉県山武市松尾町谷津(STA.１８４+９０)まで

平成 年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手（予定）年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける（予定）年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３ ３１

３３ ４ １

３５



北海道縦貫自動車道函館名寄線 （士別剣淵ＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１６３



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道士別市南町

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

士別剣淵インターチェンジ

北海道上川郡剣淵町

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

立体接続

路線名

道道士別剣淵インター線 北海道士別市南町及び



（４）　工事予算

２５９  百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３

１

３１３３

１０２６



日本海沿岸東北自動車道（酒田みなとＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１６４



１．工事の内容 　

（１）　路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）　工事の箇所

山形県酒田市藤塚字ふけ田

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

酒田みなとインターチェンジ

本線

（新直轄）

藤塚字南割

備　　　考

日本海沿岸東北自動車道 山形県酒田市 平面接続

藤塚字ふけ田

路線名

主要地方道酒田八幡線 山形県酒田市 立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法



（４）　工事予算

１，６３２ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２６ １０ １

３１ ３ ３１



常磐自動車道 （いわき小名浜ＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１６５



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

福島県いわき市山田町長沢

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

いわき小名浜インターチェンジ

（仮称）（県道いわき上三坂小野線） 山田町長沢

備　　　考

路線名

小名浜道路 福島県いわき市 立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法



（４）　工事予算

１，３１７ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２６ １０ １

３４ ３ ３１



別紙１－１６６

一般国道１３号（米沢南陽道路）（米沢北IC）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１３号

（有料道路名　：　米沢南陽道路）

（２）　工事の箇所

山形県米沢市窪田町



（３）　工事方法

（イ）　事業方式　　一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　他の道路との接続位置及び接続方法

米沢北インターチェンジ

本線

（新直轄）

（４）　工事予算

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

国道１２１号 山形県米沢市窪田町 立体接続

東北中央自動車道相馬尾花沢線 山形県米沢市窪田町 平面接続

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 山形県米沢市窪田町小瀬（STA 356 + 30.00）から山形県米沢市窪田町小瀬（STA 357+00.00）まで

平成 年 月 日

ロ 山形県米沢市窪田町小瀬（STA 357+00.00）から山形県米沢市窪田町小瀬（STA 358+39.00）まで

平成 年 月 日

２８ １０ １

２９ ４ １５

６７８



ハ 山形県米沢市窪田町小瀬（STA 358+39.00）から山形県米沢市窪田町小瀬（STA 358+59.00）まで

平成 年 月 日

二 山形県米沢市窪田町小瀬（STA 358+59.00）から山形県米沢市窪田町小瀬（STA 360+33.42）まで

平成 年 月 日

ホ 山形県米沢市窪田町小瀬（C1-STA 1+3.62）から山形県米沢市窪田町小瀬（C1-STA 1+50.00）まで

平成 年 月 日

ヘ 山形県米沢市窪田町小瀬（C1-STA 1+50.00）から山形県米沢市窪田町小瀬（C1-STA 6+25.00）まで

平成 年 月 日１

２９ ４ １５

２９ ４ １５

２８ １０ １

２８ １０

・なお、工事の着手予定年月日とは、会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３３０ ３１



東北縦貫自動車道　弘前線 （平泉スマートＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１６７



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

岩手県西磐井郡平泉町字祗園

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

平泉スマートインターチェンジ（仮称）

備　　　考
路線名

他の道路の
接続の位置 接続の方法

町道　祗園線
岩手県西磐井郡平泉町字祗

園
立体接続



（４）　工事予算

３，０５６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２６ １０ １

３３ ３ ３１



東北縦貫自動車道　八戸線 （八戸西スマートＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１６８



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　八戸線

（２）　工事の箇所

青森県八戸市大字尻内町字根岸

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

八戸西スマートインターチェンジ（仮称）

備　　　考
路線名

他の道路の
接続の位置 接続の方法

市道　新川添線（上り線）
及び市道　畑田線（下り線）

青森県八戸市大字尻内町字
新川添及び畑田

立体接続



（４）　工事予算

２，６３７ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２６ １０ １

３１ ３ ３１



東北横断自動車道　釜石秋田線 （横手北スマートＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１６９



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道　釜石秋田線

（２）　工事の箇所

秋田県横手市猪岡字竜ノ末

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

横手北スマートインターチェンジ（仮称）

備　　　考
路線名

他の道路の
接続の位置 接続の方法

市道　横手北スマートインター線 秋田県横手市猪岡字水越 立体接続



（４）　工事予算

２，６２９ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２６ １０ １

３１ ３ ３１



東北横断自動車道 いわき新潟線 （田村中央スマートＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１７０



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道 いわき新潟線

（２）　工事の箇所

福島県田村市大越町牧野

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

田村中央スマートインターチェンジ（仮称）

備　　　考
路線名

他の道路の
接続の位置 接続の方法

市道　堀之内線 福島県田村市大越町牧野 立体接続



（４）　工事予算

２，２４６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２６ １０ １

３１ ３ ３１



常磐自動車道 （水戸北スマートＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１７１



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

茨城県水戸市飯富町

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

市道水戸北スマートインター１号
線（仮称）及び市道水戸北スマート
インター２号線（仮称）

茨城県水戸市飯富町 立体接続 水戸北スマートインターチェンジ



（４）　工事予算

１，３９９ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２６ １０ １

３１ ９ ３０



常磐自動車道（ならはスマートＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１７２



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

福島県双葉郡楢葉町大字大谷

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

ならはスマートインターチェンジ（仮称）

備　　　考
路線名

他の道路の
接続の位置 接続の方法

町道　ならはスマートインター線
福島県双葉郡楢葉町大字大

谷
立体接続



（４）　工事予算

２，４３２ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２６ １０ １

３１ ３ ３１



東北縦貫自動車道弘前線 （福島北ＪＣＴ）に関する

別紙１－１７３

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

福島県伊達郡桑折町大字松原

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

福島北ジャンクション

（仮称）

路線名

一般国道115号（東北中央自動車道） 福島県伊達郡桑折町 立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法

相馬福島道路 大字松原

備　　　考



（４）　工事予算

５，２９６ 百万円　（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３２ ３ ３１

２７ ９ １



常磐自動車道 （大熊ＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１７４



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

福島県双葉郡大熊町

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

大熊インターチェンジ（仮称）

備　　　考
路線名

他の道路の
接続の位置 接続の方法

町道西２０号線 福島県双葉郡大熊町 立体接続



（４）　工事予算

１，５０８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２７ ９ １

３１ ３ ３１



常磐自動車道 （双葉ＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１７５



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

福島県双葉郡双葉町

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

双葉インターチェンジ（仮称）

備　　　考
路線名

他の道路の
接続の位置 接続の方法

町道双葉インター線 福島県双葉郡双葉町 立体接続



（４）　工事予算

１，３７７ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２７ ９ １

３２ ３ ３１



東北縦貫自動車道弘前線 （大谷スマートＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１７６



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

栃木県宇都宮市宝木町及び駒生町

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

市道大谷スマートインター１号線
及び市道大谷スマートインター２号
線

栃木県宇都宮市宝木町及び
駒生町

立体接続
大谷スマートインターチェンジ（仮
称）



（４）　工事予算

３，７４０ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２７ ９ １

３３ ３ ３１



関越自動車道新潟線 （三芳スマートＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１７７



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道新潟線

（２）　工事の箇所

埼玉県入間郡三芳町上富

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

三芳スマートインターチェンジ

備　　　考
路線名

他の道路の
接続の位置 接続の方法

町道幹線３号線及び町道上富６９
号線

埼玉県入間郡三芳町上富 立体接続



（４）　工事予算

１，０４８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２７ ９ １

３１ ３ ３１



一般国道１６号（横浜横須賀道路） （横須賀ＰＡスマートＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１７８



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１６号

（有料道路名：横浜横須賀道路）

（２）　工事の箇所

神奈川県横須賀市平作

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

市道７５６６号坂本芦名線 神奈川県横須賀市平作 立体接続
横須賀ＰＡスマートインターチェン
ジ（仮称）



（４）　工事予算

１，０８４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２７ ９ １

３３ ３ ３１



東関東自動車道水戸線（京葉ＪＣＴ）（改築）に関する

工事の内容

別紙１－１７９



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県市川市稲荷木

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

京葉ジャンクション（仮称）立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法

（京葉道路） 稲荷木

備　　　考

路線名

一般国道１４号 千葉県市川市



（４）　工事予算

３２，８１４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１

３１

２８

３５

３

３



別紙１－１８０

（福島県いわき市好間町から福島県双葉郡広野町まで）に関する

常磐自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県いわき市好間町 から

福島県双葉郡広野町 まで

（ロ）　延　　　　長 ２６．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

１００

福島県いわき市好間町

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

２６．６

福島県双葉郡広野町



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

計

構造による区分

福島県双葉郡広野町

往復分離しない区間

　摘　要用地買収

４車線化車線

福島県いわき市好間町

４ 車線

左　側

４

摘 要
往復分離する区間

計右　側左　側

―

―３．５０ ―

工事施工設　計　区　間

トンネル部分

２．５０×２

―

２．５０×２ ５．００

―

１．００

２．５０

―

１．２５

１．００

３．７５

１．７５×２

橋梁高架部分

（長大橋）

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

（中小橋） ５．００

―

―

２．００



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル（土工部）

４．５０ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

－ －

他の道路の 備　　　考接続の方法

路線名

－

９０，０００

接続の位置

２８ ７ １

３３ ３ ３１

　



別紙１－１８１

（宮城県亘理郡山元町大平から宮城県亘理郡亘理町逢隈まで）に関する

常磐自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 宮城県亘理郡山元町大平 から

宮城県亘理郡亘理町逢隈 まで

（ロ）　延　　　　長 １１．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

宮城県亘理郡山元町大平

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

１１．５

宮城県亘理郡亘理町逢隈

１００



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（長大橋）

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

（中小橋） ５．００

―
トンネル部分

２．５０×２

―

２．５０×２ ５．００

左　側

―

―

―

―

―

―

―

―

―

工事施工設　計　区　間

構造による区分

宮城県亘理郡亘理町逢隈

往復分離しない区間

　摘　要用地買収

４車線化車線

宮城県亘理郡山元町大平

４ 車線 ４

摘 要
往復分離する区間

計右　側左　側計

―３．５０ ― ―１．７５×２



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル（土工部）

４．５０ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

備　　　考接続の方法

路線名

－

２８，０００

接続の位置

２８ ７ １

３３ ３ ３１

　

－ －

他の道路の



別紙１－１８２

（宮城県亘理郡亘理町逢隈から宮城県岩沼市押分まで）に関する

一般国道６号（仙台東部道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道６号

（有料道路名　：　仙台東部道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 宮城県亘理郡亘理町逢隈 から

宮城県岩沼市押分 まで

（ロ）　延　　　　長 ２．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

設　計　区　間 用地買収工事施工

４ 車線 車線

宮城県岩沼市押分

４

宮城県亘理郡亘理町逢隈

設　計　区　間

４車線化

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

　摘　要

摘　　要

１００

宮城県亘理郡亘理町逢隈

宮城県岩沼市押分

２．２



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 - メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル（土工部）

４．５０ メートル（橋梁部）

（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

橋梁高架部分

（長大橋）

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

１．７５×２ ―３．５０

― ―

――

摘 要
右　側

往復分離する区間

左　側計

構造による区分

２．５０×２

トンネル部分
――

往復分離しない区間

計

土工（掘割）部分
５．００

左　側

―

― ―

― ―

―

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ ―

－ － －



（４）　工事予算

１２，０００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３３ ３ ３１

２８ ７ １



北海道縦貫自動車道函館名寄線 （苫小牧中央ＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１８３



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道苫小牧市字高丘

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

苫小牧中央インターチェンジ

（仮称）字高丘

備　　　考

路線名

道道　苫小牧中央インター線 北海道苫小牧市 立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法



（４）　工事予算

１，５０８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２８ ７ １

３３ ３ ３１



東北縦貫自動車道　弘前線 （都賀西方スマートＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１８４



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

栃木県栃木市都賀町及び西方町

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

都賀西方スマートインターチェンジ
（仮称）

市道都賀西方スマートインター１
号線及び市道都賀西方スマートイ
ンター２号線

栃木県栃木市都賀町及び
西方町

立体接続

路線名

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

１，２４０ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２８ ７ １

３３ ３ ３１



東北縦貫自動車道　弘前線 （矢板北スマートＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１８５



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

栃木県矢板市下太田地内及び長井地内

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

矢板北スマートインターチェンジ
（仮称）

市道矢板北スマートインター１号
線及び市道矢板北スマートイン
ター２号線

栃木県矢板市下太田地内
及び長井地内

立体接続

路線名

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

７９６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２８ ７ １

３３ ３ ３１


